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一・毎日が日曜日、じゃなくなる








　十一月半ば、渋谷のスペインバル。シルバーのオーナメントで飾られたクリスマスツリーがきれいに光ってる。

　まだ少し早い気がするけれど、街の装飾はハロウィンを過ぎればもう、クリスマスだ。

　店はそこそこ混んでいて、適度に賑やかで、話しやすかった。

　大学時代のバンド仲間だった二人が大阪から東京に遊びに来て、久しぶりに集まった。三人とも同級生で二十九歳。圭けい介すけはドラム、香か菜なはボーカル兼ギター、わたしはベース。クールでカッコいい３ピースバンド！　のはずが下手くそのまま終わった、という平和な学生バンド。

　わたしは白のリブニットにブルー系のチェックのロングスカート、髪はセミロングでカラーはしていない。香菜はレザーのジャケットでちょっとこなれた感じ。圭介はハイネックのニットにデニム、という普通のいでたち。

「そりゃ、ひどいな。ひどすぎる。ありえないな。なんで千ち尋ひろが退職しなければならなかったんだ？　それにしても……千尋、顔色が悪いよ。大丈夫か？　まともなもの、食べてる？　ちゃんと寝てるか？」

　圭介が矢継ぎ早に問いかける。香菜も一緒に、かなり怒っている。

「ありがとう、大丈夫だよ。いちおう食べてるし、せっかく暇になったから、最近はよく眠ってるよ」

（こんなに心配されちゃうなんて。昔の仲間ってありがたいな）

　もともと香菜と圭介がつき合っていて、わたしは香菜の友達でバンドに誘われた感じ。カップルに一人だけ混ざっているなんて、って思う人もいるかもしれないけれど、本当に仲良しで、今も大事な友達だ。っていうか、わたしには友達ってこの二人しかいないのかも。大学の近くにあったライブハウスや学祭で演奏できたことが、今もとても良い思い出だ。

　そんな香菜と圭介は大学卒業後すぐに結婚して、今は大阪在住。共働きで仲良くやってて、子供は自然に任せてるみたい。わたしは独身で、東京住まいだから、たまに二人が遊びに来る。

（やっぱり、来て良かったな……）

　あのことがあってから、人と会うことに恐怖を感じるようになっていた。それくらい、ダメージを受けていた。最近は少し、落ち着いてきてはいたけど。でも今日は圭介と香菜だからうれしい。昔の仲間たちとの、久しぶりのお酒やごちそうが美味しい。退職して半年、ようやく少し自分を取り戻してきた。

「痩せたよね……。がんばりやの千尋をこんな目に遭わせたなんて、ひどすぎる。訴えたほうがいいよ」

　香菜の言葉に、首を横に振った。

「もういいの、済んだことだもん。弁護士さんには相談に行ったよ。それで少し、慰謝料はもらったの。どっちにしても証拠不十分だから、それ以上はできないみたい。とにかくもう二度と関わりたくないの。大丈夫だよ、しばらく休んじゃったから、そろそろ職探しもしなきゃって思ってるんだ」

　わたしは二人をホッとさせたくて笑顔を作った。

　こんなにダメージを受けてしまった経緯はというと。

　わたしは英語が得意で、全国展開している英会話学校に講師として勤めた後、キャリアアップのために外資系のラグジュアリーホテルに転職した。

　配属されたのは営業部門。三年ほど在籍し、実績を作った。少なくともそれまでは、それなりに順調だった。が、四年目に、別の部署から配属されてきた二歳年上の女性に、わたしは嫌がらせを受けた。

　わたしのパソコンに入り込まれ、勝手にデータを消されたり顧客情報を盗まれたり。挙句の果てには全く心当たりのない不倫の噂まで流されたり。まさか同じ職場の人間にそんなことをされるとは想像もしておらず、どうして自分におかしなことが連続して起こるのかわからなかった。

　精神的な危機に陥ったわたしは仕事を休みがちになり、メンタルクリニックに通うように。

　その後、犯人をつきとめたくて、弁護士を通して職場の監視カメラを見せてもらい、例の二歳上の女性がわたしの席のあたりで不審な動きをしていることを発見する。

　でも、確認できたのはそこまで。それ以上の証拠は取れず。

　彼女は何もしていません、と言い張った。でも──。『ホテルにこのことを報告しない』ということを条件に、わたしに慰謝料を支払う、と。

　もし潔白ならばお金を払うわけがない。それで犯人ははっきりした。

　その頃にはわたしは疲弊しすぎていて、元の職場には戻れなくなっていた。だからお金をもらって退職することにした。この世にこういう人間がいるんだ、とわかったことは勉強になったと思う。

「千尋、さっき職探しするって言ってたけど、体調なんかもあるだろうし、そのあたりは大丈夫そうなのか？」

　圭介に言われ、うなずく。

「うん、あの職場を離れたら良くなった。今は落ち着いてる。大丈夫だよ」

「そっか」

　圭介は何か考えている様子。

　その後、話は流れて、食事も進んで、程よくお酒を飲んでお腹がいっぱいになって、久しぶりの楽しい会が終わり、解散した。




　昔の仲間たちとの楽しい宴会の次の日は、日曜日。

（さて。起きなくちゃ）

　七時半に目を覚ました。昨夜はいつもより少し遅めだったけれど、楽しいお酒だったので、わりとすっきり起きた。

（明るい。今日は天気いいみたい）

　部屋はマンションの三階。バルコニーが東南側で、目の前が公園だから、日当たりはいい。１ＤＫ。最寄り駅から早歩きで徒歩十分、ゆっくり歩くと十五分くらいかかってしまうけれど、気に入っている。

　もともと分譲マンションで、それを借りている。二年経ったら出なければならない契約になっており、そのせいか、新しくてきれいな物件にも関わらず、相場よりも少し安い。部屋の持ち主は女性で、地方に転勤になったのだそうな。

（買ったばかりだったみたい……）

　わたしも女一人だからわかる。きっと清水の舞台から飛び降りるような気持ちで購入したのではないだろうか。それなのに、購入して三年も経たないうちに、人に貸すことになってしまったのだから……。せめてきれいに使ってあげようと思っている。

　それほど広くはなく、本当にひとり用のマンションという感じ。寝室部分は四畳半くらいで大きめのクローゼットがついており、リビングダイニングは六畳ちょっと、でもキッチンは三口コンロだし、バス、トイレ、洗面所が独立しており、玄関の靴箱をはじめ、あちこちに収納があって充実している。そのあたりのゆったりさが、分譲だなぁと思う。

　最近は毎日が日曜日なので、晴れた日は必ず布団を干せていい。

　よいしょ、と布団を持ち上げ、バルコニーに運んだ。

（あー、気持ちいいなぁ）

　秋のすっきりした空気が肺になだれ込んでくる。生きてる、って感じ。ついでに深呼吸した。空が青く、高い。

（東京はやっぱり、暖かいなぁ）

　わたしの実家は岩手県なので、毎年そう思っている。東京は、暖かいって。だって十一月半ばだというのに、外に布団が干せてしまうのだもの。

　敷布団を干すことで、部屋からも湿気を取り除けるから、一石二鳥だ。

　ついでに、フロアモップで床掃除。掃除機は持っていない。リビングには座椅子と小さなこたつテーブルのみ。そのテーブルで食事も勉強もすべて済ませる。それと、小さなテレビ、ノートパソコン、本棚。

　スライスして冷凍してあるバケットにチーズを乗せてトースターで焼いて、作り置きしているピクルスと、まとめ買いしてあるドリップバッグのコーヒーを淹れて、朝ごはん。ほぼ毎日、変わらない。

　五月に会社を辞めてから半年間、どこにも行っていないし何もしていない。本当にのんびり暮らした。出かけるところがないので、毎日のように図書館に通っていた。そうやって過ごしているうちに、少しずつ心と体が回復してきた気がする。

（お休み、もう十分だなぁ）

　このまま東京で暮らすつもりならどっちにしても働かなければならない。実家の親に無職とバレたら、帰って来いと言われかねない。それは嫌だ。親はわたしがまだホテルに勤めていると信じているから、お正月休みに帰省するとは思っていない。だから今年はそれに乗じて東京にいるつもりだ。下手に帰ってしまうと、親に仕事のことなどいろいろ突っ込まれた場合、嘘をつくのもなんだか良心が痛むから……。

（何かしなきゃいけないよね。せめて、バイトでも）

　そんなことを思っていたら、スマホが鳴りだした。電話だ。見ると圭介のスマホからの着信で、すぐに出た。

「はい」

『千尋、おはよう』

　香菜の声だった。一緒にいるので、圭介の電話でかけてきたのだろう。

「おはよう。今、ホテル？」

『そう。今日は一日、遊んで帰る予定なの』

『おはよう、千尋』

　香菜の声に被せるように、圭介の声もする。スピーカーで二人で話しているらしい。

『実は、昨日の話を聞いて考えたんだけど、千尋さえ大丈夫なら、リハビリ代わりに少し仕事しないか？　俺の幼馴染が今東京で会社を経営していて、秘書が急に辞めちゃって困っていてさ、すぐ来てくれる人が欲しいらしいんだ。とりあえず英語が必須みたいだから、千尋ならぴったりだよ。たぶん臨時雇いだけど、千尋もやりたい仕事があると思うし、正式な職探しをしながら、その仕事をするのはどうかな？』

　何かアルバイトでもいいから仕事をしようと思っていた。悪い話ではなさそう。でも。

「わたし、秘書の経験は無いよ？」

　そう言うと、

『外国人と話すことがけっこうあるらしいんだ。だから元ホテル勤務の千尋なら悪くないんじゃないかなあ。その会社では確か……いろんな海外企業に投資をしたりしているらしい。話した感じだと、秘書の経験とかより、通訳としての人材が欲しいみたいなんだ。だから千尋なら大丈夫だよ』

「臨時雇いってことだもんね……。向こうもちゃんとした秘書はゆっくり探すってことかな。だったら、いいのかな。実はちょうど、バイトでもいいから何か探そうかなって思っていたの」

　外国語が必要な仕事なら自分に向いていると思うし、やる気が出てきた。

『それならちょうど良かった。あ、たぶん給料は悪くないと思うよ！　それと、千尋は病み上がりだから無理させるなよって、俺からちゃんと言っとくからさ！』

　圭介の言葉に、青くなった。

「え？　それは絶対にやめて！」

『なんで？』

　圭介が善意で言ってくれているのはわかるが、きつめに断った。

（あんなこと、わざわざ話すことないでしょ。それも、臨時雇いなのに！）

『圭介、そんなの普通は嫌だよ。全く、気が利かないんだから。ひとりで突っ走るの、よくないよ。大体あなたはいつも……』

　後ろで香菜がぶつぶつ言っている。このままじゃ夫婦が険悪になってしまいそうだ。わたしは慌てて明るい声を出した。

「ありがとう圭介、声をかけてくれてうれしいよ！　あ、でも臨時雇いってことだし、そこまで話すことはないと思うんだよね。だから、心配しないで。ちゃんと務めるから」

『そっか。でも千尋に無理させちゃ悪いと思って……』

『千尋、本当に大丈夫？』

　圭介も香菜も、なんだかんだ心配そうだ。

「うん、本当にもう大丈夫だよ。ありがとう！　わたしで良ければ、働かせてもらうね。よろしくお願いします」

　そう言うと、二人はホッとしたようだった。

　詳しいことは先方からメールが来ると思う、とのことで、それを待つことになった。




　水曜日の朝、面接に行くため家を出て電車で向かった。地図アプリで見ると六本木と麻布の中間くらいだったので、六本木から歩くことにした。

　到着したのは、大通りから一本入った細い道に面した、ベージュのタイル張りのビルだった。こじんまりしているけれど、新しく、高級感のあるきれいな建物。

　入り口はオートロック式の自動ドア。それほど大きなビルでもないのでエントランスに受付は無い。友人のマンションを訪問したときのように、普通に入り口のインターホンを鳴らすと、ドアが開いた。

（監視カメラがあるのかな？）

　わたしが訪問することはわかっているはずなので、それで開いたのだと思った。中に入る。

　日曜日に圭介からこの仕事の話を貰い、月曜日にメールが来て、火曜日にはメールで履歴書を送付、そして水曜日の今日、もう面接なのだから、先方は本当に急いでいるらしい。

　今日は面接だから、ネイビーのスーツにオフホワイトのブラウス、黒のパンプス。セミロングの髪はきれいにブローしてきた。

　エレベーターで八階に上がる。降りたところがもう事務所になっていた。廊下や玄関のような場所は無く、ということはこのフロア全てがここの事務所ってことなのかもしれない。

　床はベージュのカーペット張り。フロアは全体的に明るくナチュラルな雰囲気ではあるけれど、ちょっと、いやかなり……雑然としている。片付けができていない感じ。段ボールが多い。もしかしたら引っ越ししてきたばかりなのかも。

　わたしが到着したことがエレベーターの開く音でわかったのか、フロアの奥から男性がひとり出てきた。

　キリっとした表情。チャコールグレーのスーツ姿。年齢は同じくらいに見える。身長はわりと高い、かな。真面目そうで、ちょっと堅そうだけど、頭が良さそう。顔立ちは、というと……。

（ん？　なんか……カッコいい人かも）

　胸の奥がトクン、と鳴った。よくみるとかなりすっきりしている。奥二重で切れ長の目に、通った鼻筋、薄めの唇。難が無いというか、バランスが良いというか……。

（あ。この人、かなり素敵かも……。うーん、タイプだ。でも面接前にこんなこと考えてる場合じゃないよ。社員の人かな？）

　その人をついじーっと見つめしまい、向こうは向こうで、わたしをじーっと見た気がした。目が合い過ぎて、向こうが先に反らした。わたしはけっこう無邪気に見つめていた。なぜなら……。本当に久しぶりに、好みの男の人に会ってしまったから。

「失礼いたします。十時にお約束しておりました、前まえ田だ千尋と申します。担当の西にし川かわ様はいらっしゃいますでしょうか」

　社会人生活はそれなりに長いから、タイプの人に会って多少動揺していても、もちろん表面上は冷静に対応できる。大人だもの。それにしてもちょっと、ドキドキしているけれど……。

「わたしが西川です。こちらにどうぞ」

　男性はすぐに前に立って歩き始めた。落ち着いた声の響きも素敵。ますます好みだ。

（この人が西川さんなのか）

　メールをくれた人で、採用担当のようなことを言っていたのだけど、こうやって会ってみると、

（なんか人事担当、って感じの人じゃないなあ……。内勤の人、という感じがしないというか……かといって営業マン、という感じでもないし……）

　と思った。

　会社のフロアはそんなに広くもないみたい。巨大なビル、ってわけでもないから、こんなものかな──。一瞬、ちらりと動く人影が見えたから、他に誰もいないというわけではなさそうだけど、人は少なそう。

　デスクや椅子、本棚などが置かれたフロアを抜け、奥の扉の中が商談用の小部屋になっていて、そこに案内された。四～五人座れそうなテーブルを挟んで向かい合わせに腰かけた。

「本題に入らせていただきますね。履歴書、拝見いたしました。英語と、中国語も大丈夫みたいですね」

「中国語は社会人になってから覚えたので、あまり自信がないのですが……」

「こちらとしては少しでも助かります。あの……前田さんは圭介の大学時代の友人と伺っていますが」

「あ、はい。そうです。え？　あの、まさか」

　圭介、と呼び捨てにしたので気がついた。担当の西川さんというのは、今回勤めることになった会社の社長だったらしい。話が早く進みすぎて、そういえば肝心の、圭介の友達だという社長の名前を聞いていなかったのだ。

　その後、こちらからも質問しつつ、仕事の説明を受けて。

（圭介の話、適当過ぎ！）

　悪気は無かったのだろうけれど、話がけっこう違っている。たとえば前の秘書は急に辞めたのではなく、

「ここは新しく開いた事務所です。本社は新宿にあるので、わたしは行き来する予定でいます。本社では不動産の管理運営と海外企業への投資を主に行っていますが、ここに最近買い取った、ジュエリー販売会社の管理部門を置くことにしました。海外に店舗を複数作る予定でして、しばらく忙しくなりそうなので、こちらの事務所で働いてくれる方を募集しておりました。先日圭介と顔を合わせたときにそんな話になりまして。とりあえず、臨時雇いという形にはなりますが」

「はい。わたしは、再就職までのアルバイトを探しておりましたので、大丈夫です」

「そうだったのですか。ぜひ、よろしくお願いします」

「よろしくお願いいたします」

　どうやら、新規事業のために、全く新しく事務員を探していた、ということのよう。でもその事業は継続できるかどうかがまだはっきりしていない。だから臨時雇いなのだ。

（それにしても、素敵な人だなあ……）

　こちらの話に耳を傾けつつきちんと過不足のない説明をしてくれるので安心できた。一目見たときから好感を持ってしまい、話していてますますいいなと感じた。なんとなくだけど、同じ年齢なのに、背負っている責任や社会経験が違うからなのか、なんだか人柄に重みも感じるような……。これはただの印象だけど。

　就労に関しては、臨時雇いでも条件はかなり良い。次の日からすぐに、勤めることになった。







二・良い職場に恵まれて








「あ、前田さん、電話お願い。これ、インドからだ」

　吉よし村むらさんに言われて電話に出ると、ブロークンな早口の英語が聞こえてきた。メモを取りつつ、吉村さんとの間を取り持つ。

　英会話教室とホテルに勤めていたおかげで、いろんな国の、いろんな英語に慣れていたのが良かった。いちおう、即戦力になっている気がする。

　勤め始めて二週間ほど。職場の状況がだいたいわかってきた。

　吉村さんというのは、前の会社からそのまま移籍してきた人らしい。宝石業界で長年仕事をしてきたベテランで、六十歳くらいの男性だ。

　原石を輸入したり、職人さんとの連絡を取ったり。吉村さんは日本全国のジュエリーデザイナーさんや職人さんとの繋がりを持っていて、扱うジュエリー商品はとても現代的でおしゃれだ。

　日本でデザインされ、日本人の職人が仕上げたジュエリーのショップを台湾とシンガポールで展開する、というのがこの事務所の予定であるらしい。

（事務所そのものは少人数だけど、扱う仕事が大きいんだよね）

　原石から加工していく過程は面白く、勉強になった。

　西川社長は、最初の話通り新宿の本社とここを行き来し、主に海外での、対外的な仕事をどんどんまとめていた。臨時雇いに語学を求めたのは主に吉村さんのためで、西川社長自身は英語と中国語だけでなく、スペイン語やフランス語も堪能だった。海外の業者との契約もこちらにとって有利に進めていて、そのスピードも早く、すごく頭が切れる人なのだということがわかる。

（ますます、素敵。この人、すごい）

　こんなに優秀で仕事のできる男性を身近で見ることはこれまでなく、圧倒された。その上、事務所に来たときにはわたしや吉村さんが安心して仕事を進められるようにサポートしてくれたり、ランチタイムには差し入れをしてくれたり。ほんとうに丁寧で優しく、真面目な人柄を感じた。

（おまけに、見た目まで素敵なんだもんなぁ）

　油断すると、ついドキドキしたりうっとりしたりしてしまいそう。こんな感情は本当に久しぶりで抑えるのに必死。

　仕事内容はやはり秘書というよりもただの事務員だったけど、もともと秘書の資格も持っていないし、ちょうど良かった。忙しいけれどやりがいもあり、久しぶりの職場がすごく楽しく感じていた。

（だって、嫌なことが何もないんだもの！）

　前の印象があるから職場での人間関係に対して臆病な面があったけれど、今回は本当に快適で居心地がいい。とにかく、気が楽。

　吉村さんも西川社長もわからないことを聞けばすぐに丁寧に教えてくれる。吉村さんとはけっこう雑談で盛り上がったり。

　そんなある日。

　吉村さんから『西川社長は少し前に婚約したらしいよ。親父さんに言われて、急いで結婚相手を探したみたいだね』と聞いた。

　自分でもそこまで意識しているつもりは無かったのに、胸がぎゅっと掴まれたように一瞬苦しくなった。

（え？　どうしちゃったの、わたし。もうずっと彼氏もいないから、素敵な人を見て勝手にときめいてた？　バカだな。気をつけなくちゃ……）

　最後に彼氏がいたのは、英会話学校に勤めていたころ。もう五年も前。二股をかけられて、別れた。ホテルに勤めていたころは忙しかったこともあり、恋人を作る余裕は無かったけれど、最後につき合った彼氏のせいで恋愛に積極的になれない気分が長く続いていた。

　だから、滅多なことで男の人にときめくなんてことはないのだけれど……。

　婚約者がいる人に対してもしもそんな気持ちになったら、それはよくないこと。万が一にも、不倫めいたことになったら……。たとえ結婚はまだだとしても、そんなことはしたくない。

　沸き上がりそうだった感情を、わたしはぐいっと奥まで押し戻した。




　十二月の半ば、午前十時半くらい。わたしが職人さんから上がってきたサンプルのジュエリーを並べていると、西川社長がやってきた。

　でも、様子が変だった。

　サンプルのジュエリーを見てもらうことになっていたから、西川社長が事務所に来るのは当たり前なのだけど、なんだかいつもの雰囲気ではなく顔も少し青ざめていた。

　普段はスーツ姿がピシッと決まっている人なのだけど、今日は少し乱れている。チャコールグレーのスーツだけど、ネクタイもしていないし、ワイシャツのボタンも上までとまっていない。

（どうしたんだろ？）

　しかも、予定よりも来るのが早い。

　吉村さんとの打ち合わが行われるはずだから、吉村さんが出勤してくる十一時よりも後に来るものと思っていた。

　わたしは朝から出勤しているけれど、今日は吉村さんは外を回ってから出社する予定になっており、西川社長もそれを知っているはずなのだ。

「おはようごさいます。吉村さんですが、今日は十一時出社の予定になっております」

「ああ、わかってる」

　ですよね、と思った。もちろん、西川社長が早く来ることには、何も問題はないけれど……。

　西川社長はデスクにつき、ノートパソコンを開き。でも落ち着かない様子ですぐ閉じてしまい、深いため息などついている。やっぱり……様子が変だ。

（どうしたのかな？　もしかして体調が悪いのかな？　それとも、海外の取引先と何かあった？）

　ついいろいろ想像してしまう。

　で、ちらちら様子を伺っていると、目が合ってしまった。

「前田さん。ちょっといい？」

「はい」

　呼ばれた。席を立って、西川社長の側へ行く。

「年末年始の予定は、どうなってる？」

　どこか上の空という様子で、西川社長がわたしに尋ねてきた。

（え？　いきなり何？）

　キョトンとしながら、

「え？　あの……。こちらの事務所はお休みだと伺っておりましたが」

　吉村さんから、年末年始のお休みは長めだと聞いていた。違うのだろうか？

「そうじゃなくて、前田さんの予定。遠方のご実家に帰るとか、旅行とかさ」

　頭の中にいくつもの疑問符がふつふつと沸いた。何がなんだか、よくわからない。プライベートな質問だから答えなくても良いのかも？　でも、なんだか西川社長の様子がおかしいし……。正直に答えることにした。

「えっと。何もないです」

　だって、本当に予定なんてないもの。今年は特にない、って感じ。

　帰省もしないし、旅行の予定もない。つい最近まで無職だったし。

「本当に……何もないんだね」

　念を押すように言われた。ふと、気がついたんだけど、西川社長がいつもと違ってなんだか……素になっている気がする。素、というか、普段は隙がない雰囲気なのに、今はなんだか普通じゃないような、どこか途方に暮れたような、少し冷静さを欠いているような感じだ。

「はい」

　返事をすると、さらに尋ねられた。

「帰省はしないの？　あ、実家が東京なの？」

「いえ、岩手県です」

「東京で何か予定があったりとかは？」

「何もないです。お正月の間はずーっと暇です」

　わたしがそう答えると。西川社長が、急にガバッと身を乗り出してきた。

「そっか。じゃあ、ちょうどいい。年末年始、バリ島に行って欲しいんだけど」

「え？　バリ島？　バリ島って、インドネシアの、あのバリ島ですか？」

　話が唐突すぎて、返事がしどろもどろになってしまった。

（いきなり、何？）

　冗談ではないらしい。なぜなら、西川社長は真顔だ。

「二名で予約しているんだ。だから、彼氏でも友達でもいい。誰か誘って行って欲しい。いろいろ事情があって、旅行のキャンセルはもうできないんだ。式はなんとかキャンセルしたんだけど……」

「あの、お話がいきなりすぎてよくわかりません。どういうことですか？」

　尋ねて、そして──。西川社長の説明を詳しく聞いて。

　……で、絶句した。

　西川社長に婚約者がいるというのは聞いていたけれど、その婚約者と西川社長は今週末、結婚式の予定だったのだという。そんなの知らなかった。ってそれはともかく──。

　それが、突然、とりやめになった。なんと相手の女性が駆け落ちしていなくなってしまったかららしい。

　年末年始は、バリ島に新婚旅行に行く予定だったのだそうだ。そのキャンセルがもう、できないという話。

「そ、それは……」

　咄嗟に、言葉に詰まった。西川社長がどれほどショックを受けているか、それを考えたら──。気の毒すぎて、言葉が出ない。

（だから様子が変だったんだ。そんなの、ひどすぎる！）

　西川社長は、淡々と説明を続けている。

　わたしはかなり動揺してしまっているけれど……。

「昨夜、本人から連絡が来てさ。こうなったからには文句を言っても仕方がないし。そのあとずっと対応に追われてる。式場はなんとかキャンセルできたんだけど、旅行は無理なんだ。いろいろと事情があって、断れなくてね。だから、どうしても誰かに行ってもらいたいんだ」

「いえ、でも、それは……なんとかそれもキャンセルを……」

　わたしの言葉はあまり聞こえていない感じだったけど、西川社長は話しているうちに少し落ち着いた様子になってきた。

「それともうひとつ、業務内容から離れてしまうんだけど、今回のゴタゴタの後処理を手伝ってもらいたいんだ。ダメかな？」

　縋るような表情。

「いえ、あ、そ、そんなことは、秘書として当たり前です！　何でもやります、言ってください」

　自分でもちょっとどうかなとは思うけれど、こんな状況なのに、頼られてうれしい。

（それにしても信じられない、西川社長のような素敵な人を置いて駆け落ちだなんて……）

「ありがとう！　手伝ってくれるとすごく助かるよ。本当にありがとう。ああ良かった。困ってたんだ。何しろ、急な話だろ。それでさ……」

　いつも冷静な西川社長が、なんだかずっと慌てた様子で話し続けている。どうやら作業が山積みのようだ。

　わたしはうんうんと何度も頷きながら話を聞き続けた。




　それから、かなり忙しくなった。ただでさえ十二月は忙しいのに、そこに西川社長の用事が入ってきたからだ。

　なんだかんだと社長のために動き回ることが増え、仕事の幅が一気に広がった。本社にも行くようになった。

（なんか、いきなり秘書っぽくなったみたい。これぞ、って感じよね）

「はい、わかりました。これから参ります！」

　西川社長に呼び出されたので、吉村さんに留守番を頼んで外に出た。

　電車で白金高輪に向かい、メールで送られてきた住所まで行くと、見上げると首が痛くなりそうなくらい高いビルの前に西川社長が立っていた。ダークネイビーのスーツ姿で、いつも通りカッコいい。

（ん？　オフィスビルって感じじゃない。あ、ここ……マンションなんだ）

　いわゆる、タワマン。それもかなり豪華な。買うにしても借りるしにても、わたしのような庶民には一生縁がなさそう。

　今日のわたしはベージュのアンサンブルスーツで出社しているから、きれいな場所でも大丈夫。秘書っぽい仕事が増えたので、服装にも気をつけるようになったのだ。

　エントランスで西川社長から業務の説明を受けた。

「急に来てもらって悪かったね。大丈夫だった？　今日時間が取れたものだから、済ませてしまいたいことがあって。俺は本社に戻らなきゃならないからずっとはいられないんだけど、いちおう最初に現場で説明をしたかったんだ。ここは、新居にする予定だったところなんだけど……」

「今日は吉村さんが事務所にいてくれるそうなので、大丈夫です。あ、ということは社長のご自宅ですか？」

「いや、俺は住んでいないよ。借りてはいたけれど、結婚後に住む予定だったところだから。吉村さんがいてくれるんだね、それなら良かった。もし遅くなるようなら、直帰できるように俺から話しておくから」

「ありがとうございます」

　十二月に入ってから何度か西川社長と外出し、最初はわりと固い感じだった社長の雰囲気も少しくだけてきた気がする。それに、良く一緒にいるようになってわかったことだけれど、西川社長は気遣いがあってとても優しい。

「じゃ、行こう。中で説明するよ」

　ラグジュアリーホテルに勤めていたのだから贅沢な建物には免疫があるけれど、マンションとなるとまた雰囲気が違う。守衛室、コンシェルジュ、共用部分も、かなり充実している雰囲気。

　エレベーターに乗って……向かった先は三十五階の最上階。降りて少し歩いて、西川社長がひとつの部屋の前で立ち止まり、ドアを開けた。

「ここなんだ。ま、入って」

　玄関を入ると左側に大きな姿見。右はオフホワイトのシューズクローゼット。玄関のたたき部分は大理石。廊下はフローリングだけど、たぶん、檜かな……。壁はライトブラウンですこし凹凸があるのがお洒落な感じ。ナチュラル寄りのシンプルモダンなインテリアで、居心地の良い空間にしてある。

（さすが、高級マンション。内装が贅沢！）

　わたしが物珍し気に見回していると、西川社長がテキパキと説明を始めた。

「さっきも言ったけど、ここは新居にする予定だった部屋なんだ。俺は忙しかったからほとんど来たことがなくてね。でも、文ふみ香かはここに何度かひとりで泊まっているし、どれくらいかわからないけれど荷物を持ち込んでいるはずなんだ。それを出してしまわないといけない。一刻も早く引き払いたいからね」

　西川社長を放り出して駆け落ちしてしまった女性の名前が『文香』だというのは、以前説明を受けたので知っている。

（それにしても西川社長、ずいぶんあっさりしているけど……。気持ちはもう、大丈夫なのかな？　落ち着いたのかな？）

　西川社長に今回のことで同行することになって気がついたのだけど、とにかくいつも、淡々とし過ぎているような気がする。こっちはどんな顔をして聞いていたらいいのかわからないというか……。部外者だから事務的でいいのだろうなとは思いつつ。

　最初はなんだかボロボロな様子だったから気の毒だと思ったのだけれど……。どうやらあれは単に急にアクシデントが起こって、一晩寝ていない、という状況だったからみたいで、その後はひたすら事務的に事後処理をしている、という感じ。

　もちろん、西川社長がショックから立ち直っているということなら良いのだけど、わたしから見ると、

（感情を押し殺しているのかな？）

　普通に考えたらそんな気がする。

　だって、婚約者に逃げられたのだ。しかも駆け落ちだというし、そんなのわたしだったら……。でも、当事者のはずの西川社長は全くそれを表に出さない。

（大人だから、ってことかな？　前よりは親しくなってきた気もする。わたしで良ければ、愚痴でもなんでも、聞くんだけどな……）

　あまりにも淡々とされると、逆に何か気になるというか、心配になってくる。余計なお世話かもしれないけれど。

「……で、やっと文香から鍵が送られて来てさ。中のものはすべて処分していいそうなんだ。でも、送ってやったほうがいいものもありそうだしさ、女性の持ち物だから俺は手をつけにくくて。だから前田さんにお願いしたいんだよ。整理用の段ボールはもう届けてもらっているし、荷造りが済んだら運送屋に連絡して、取りに来てもらうことになってる。処分するものも、同じ業者に頼める」

「はい」

　西川社長の説明が終わり、わたしは頷いた。

「じゃ、俺は本社に戻るから、終わったら連絡してもらえるかな？　あ、あとこれ文香の住所」

「え。住所を知ってたんですか。確か、駆け落ちしたんじゃ……」

「文香は、今はもう田舎に戻って相手の男と暮らし始めているんだ。もともと不倫していて、相手方の離婚が成立したみたいだね。よろしく頼みます」

　西川社長は、やはり淡々としていて。わたしはとりあえず頷くしかない。

「ええっ！　は、はい」

　そんなわけで。

　西川社長がいなくなり、新婚夫婦が住むはずだった部屋でわたしはひとりになった。

　で、今聞いた話を反芻して──。呆然としてしまった。

（ふ……不倫！）

　とっさに何も聞けなかったけれど、婚約者が不倫していてその不倫相手の離婚が成立したから、西川社長との結婚をやめた、ということのようだ。あまりにも、なんだか……。

（ありえない……）

　そして。西川社長は優しすぎるよ、と思った。こんなひどい話を責めもせず、淡々と面倒なことをすべて引き受けているなんて。

（それで、いいの？）

　窓際に移動した。三十五階からの眺めは素晴らしく、リビングも寝室も書斎もどの部屋も素敵で、だからこそ、こんな素敵な場所で結婚生活を始めようとした西川社長が本当にお気の毒……。

　少しでも気持ちが晴れて欲しい。そのためには、がんばって早く荷物の整理をしないと。

　わたしは言われた仕事にとりかかった。

　家電や家具もすでに入っていたが、これらはまとめて処分するらしく今日の仕事には入っていない。

　西川社長の話によると、この中にある家電と家具以外は文香さんが持ち込んだそうなので、全部処分するか、現住所に送って良いらしい。

　見てみると調理器具や食器、バスルーム周りの雑貨品や小物など、意外とものがあった。

（ここで暮らすつもりだったんだから、当たり前か）

　それらを次々と段ボールに放り込んだ。こういうの全部、新生活で使えばいいと思う。気まずければ自分で捨てればいいじゃない。文香さんなら、案外気にせず使うかもしれない。だって新品なのに、もったいないでしょ。

　引き払うのだからと掃除をしながら荷造りをしていたので、そこそこ時間がかかった。

　最後に、寝室に入った。

　奥にウォークインクローゼットがあったが、ハンガーがあるだけで洋服は何もかかっていなかった。服だけは文香さん本人が最後に持ち帰ったのかも、と思ったのだが……。

（ん？　これ、なんだろ）

　クローゼットの奥に、白くて大きな、かなり立派な箱が置いてあった。引っ張り出して、開けてみた。

「あっ！」

　思わず小さな叫び声を漏らしてしまった。

　箱の中身は、ウェディングドレスだった。ドレスと、ドレス用の下着と、靴と、パニエ。それと、パールのアクセサリーやティアラも入っている。要するに、花嫁衣裳一式。

（わぁ……）

　これは、送り返すわけにはいかないだろう。中のものは全部いらないっていう言葉の意味は、もしかしたらこれのことだったのかも……。運送屋さんに頼んで処分してもらうことになるんだろうな、と思った。

　で、つい……。

　どんなドレスか気になってしまったわたしは、箱から取り出して、まずは床に広げてみた。プリンセスライン、上半身はビスチェタイプで、腰に総レースのトレーンがついている。ゴージャスで大人っぽい雰囲気のドレスだ。

（こういうドレスを選ぶってことは、文香さんって色っぽいタイプだったのかな？）

　わたしだったらこういうドレス、選ばないかも……と思いつつも、靴やアクセサリーを一緒に並べ、うっとりしながら眺めてしまった。

　一瞬、これはいわくつきだとか、そんなすべてのことを忘れてしまっていた。ウェディングドレスには魔力があると思う。美しいものはやっぱり美しい……。

　彼氏も数年いないし、結婚を考えたこともないし、そんな相手もいない。結婚式にも興味がない。ウェディングドレスのことももちろん、考えたこともない。このまま出会いがなければ、もしかしたら一生独身なのかな……と思っている。それなのに、こうやって目の前で見ると……。

（何か、変な気持ちになってきたなぁ……）

　ひとことでいえば、なんだか夢を見てしまう、夢の中に入ってしまう、そんな感じ。

（どうせ処分するんだし、ちょっとくらい、いいよね？）

　当たり前だけど、まっさらな新品だ。もしかしたら一生わたしは、こういうものを着る機会はないかもしれない。

　ホテル勤務だったけれど宴会係ではなかった。きれいな花嫁さんはよく見かけていたものの、遠い存在で、そんなに関心もなく。それなのに……今、こっそり着ることができるんだとしたら？

　その誘惑にわたしは完全に負けてしまった。

　ちょっと手が震えた。罪悪感もあった。でも……。

　着てみることにした。

　どうせ誰も、いないもの。

　ウェストのあたり、ちょっと緩いかな……っていう気がしたけど、ちゃんと着れた。見事に着れた。パニエを履くと、スカートも広がって、お姫様になったような気がした。

　寝室にも姿見があったので、全身映してみた。

（すごい！　豪華！　きれい！）

　自分の姿に興奮するなんて生まれて初めて。せっかくなので、アクセサリーも身に着け、セミロングの髪をゴムで結んで適当にアップにして、ティアラもつけてみた。ついでに、真っ白なヒールも履き、手袋も身に着けた。

　しみじみと自分を眺め、

（わたし、花嫁さんだ……すごい……花嫁さんだよ……）

　なんだか不思議な高揚感に包まれた。

　ゴージャスなタワマンの最上階で、ウェディングドレスを着ている。非日常感がひたひたと押し寄せてきた。

　こんなの、絶対に自分じゃないけど、でもいちおう自分。ふわふわした気分で寝室を出てリビングを歩き回った。お姫様みたいに、スカートを少し持ち上げながら。

　十二月だから日が落ちるのが早く、窓の外はもう暗かったけれど──。

　そのとき。

　ピンポン、とチャイムが鳴った。そしてすぐに玄関ドアが開いた。

（えっ、誰？）

　誰も来るはずが無いと思っていたから混乱した。でもおそらく、鍵を開けて入ってきたということは──。

（もしかして、西川社長？　えっ？　まさか、まさか！）

「前田さん、きっとまだいるよね？」

　西川社長の声がした。

　そういえば、早く仕事が終わったら来るかも、と言っていた気がする。でも忙しそうだったし、わたしに直帰してもいいと言っていたくらいだから、今日はここに戻らないものだと思っていた。

（ま、ま、まずい！）

　焦って寝室に飛び込んだ。心臓がバクバクした。頭が混乱して、咄嗟に何をしたらいいか全くわからない。大混乱。

（ど、どうしよう！　とにかく、着替えなきゃ！）

「前田さん、どこ？　さっき運送業者から連絡があって、これから来るらしいんだ。ちょうど仕事も一段落したからさ……」

　隣のリビングで西川社長の声がする。もうだめだ。絶体絶命！

「は、はい、あ、あああ」

　返事をしないのもおかしいかと、小さく答えた。それがまずかった。足音が近づいた。

「ん？　こっちにいるの？」

「いえ、あの、ちょっと……あっあっ」

「え？　うわっ、ど、どうしたのその恰好！」

　寝室はリビングの奥にあり、大きな引き戸で仕切られていた。西川社長がその一部を開け──棒立ちになった。

　そりゃ、そうだろう。ウェディングドレスを着た女が、しゃがみ込んで頭を抱えていたのだから。

「あっああっ、す、すみませんっ！　本当にすみません！」

　わたしは必死に謝った。

（婚約者に逃げられたばかりだというのに、その女性が着るはずだったウェディングドレスを他の女が着ているだなんて、とんでもなく嫌に決まってるのに！）

　最悪だ。どれだけ気分を害したことか。もうこんなの、今すぐ仕事をクビになっても仕方ない。

「あ……」

　西川社長は言葉も無い、という様子。びっくりした表情でわたしを見ている。

「あの、すみません……なんか、着てみたくなってしまって……。本当に本当に申し訳ありません。今すぐ脱ぎます」

　謝りながら、どんどん声が小さくなる。いい年をしてこんなの、本当に恥ずかしい。バカみたい。子供みたい。全く言い訳できない。

「や、こちらこそ、いきなり、ごめん。あ、でも。良かったら立ってみて欲しいんだけど……」

　顔を上げると、意外にも西川社長は怒っている雰囲気ではなかった。どちらかというと、呑まれたような、魅入られたような感じ、というか……。

「あ。はい」

　恐る恐る立ち上がると、ますます恥ずかしくなった。わたしは美人じゃないし、あまり自分に似合うデザインとも思えない。けれど、こういうのって馬子にも衣装というか……。着るだけでウキウキしてしまった。それがこんなことになるなんて。悪いことはするものではない。

（なんなの、もう……。恥ずかしすぎる。公開処刑だよ、こんなの！）

　立ってからは顔が熱くて、たぶんすごく赤くなっていて。だから下を向いていたのだけど……西川社長が何も言わないのでそうっと目を上げると、西川社長はじいっとわたしを見ていた。頭から足の先までって感じ。しげしげと見ている。そして……なんだか、西川社長のほうも、顔が赤い。

「前田さん、すごくきれいだ……」

　西川社長の口調が、少し上ずって聞こえる。ちょっと掠れて──。いつもの事務的な感じの声じゃない。こんな西川社長を見るのは初めて。婚約者が逃げたという次の日だって、疲れた様子ではあったけれどこういう風ではなかった。もっと冷静だったのに。

　わたしのほうも、当たり前だけど冷静だとはとてもいえない状況だけど。すごくすごく、すごく、恥ずかしい。でも、この恥ずかしさは──。

　わたしの遠い記憶によれば、これは好きな人の前におしゃれをしていくときの恥ずかしさ……が最上級に嵩じた感じ。褒められなかったら死んじゃいたくなるくらいの。ドキドキして、宙に浮いてしまうような──。

（何なの一体、わたし。頭がおかしくなっちゃったのかな？）

　だって、西川社長は彼氏でもなんでもないわけで、こんなドキドキはおかしいに決まっている。でも、それもこれも、わたしがこんなものを着てしまったから──。

「き、き、きれいとか言わないでいいです。本当にすみません」

「俺は何も聞いてなかったな。ここに、こんなものがあったんだね」

　西川社長はこのマンションにほとんど来たことが無かったと言っていたし、きっと婚約者がブティックから届いた箱を置きっぱなしにしていたのだろう。

「あの……脱ぎますね」

　やっと少し頭が冷えてきて、そう言った。

「え？　いや、もうちょっと……いいじゃないか」

「な、なんでですか。すぐに脱ぎます！」

　つい、強く言ってしまった。

　だって。

　わたしなんかのウェディングドレス姿を見て、どうだというのだ。婚約者ならともかく。変でしょう。

「いや、あの……。そうか、ご、ごめん」

　西川社長もわたしの言葉にハッとした様子だった。

　わたしは扉をそっと閉めて着替え、ドレスを元通りに箱にしまった。

　その後すぐ運送業者が来てしまい……。すでに箱詰めにしたものと一緒に、ドレスも引き取ってもらうことになった。

　運送業者は数名で来ており、査定の人も同行していた。西川社長と打ち合わせを行った。わたしもそばで話を聞いた。

　ウェディングドレスの箱を見た査定の人に、

「これ、新品未着用ですか？」

　そう尋ねられ、わたしは青くなった。

（そっか。着ちゃダメだったんだ！　中古品になっちゃった！）

　処分するということは、中古ショップに売るということも含まれていたのだろう。だから査定の人が同行してきている。わたしはそのことを考えていなかった。

（どうしよう、着ちゃったよ。何しろウィディングドレスなんだから、着るなんて一瞬でもダメに決まってる）

　わたしは落ち込みながら、

「あの、こちら着用済みです……着ました」

　正直に答えた。運送業者さんも査定の人もこの部屋の主が婚約者に逃げられたことなどの事情はたぶん知らないし、普通に中古品だと思っていたのかもしれず、淡々とした調子で、そうですか、とあっさり流された。

（バカだったな。本当に申し訳ない。穴があったら入りたいよ）

　西川社長はそのときちょうど家具の引き取りのことで他の業者さんと話しており、わたしと査定の人のやりとりは聞こえていないみたいだった。

　運送屋さんたちが引き上げ、部屋も空になった。すべてが済んだ時、時刻は十九時半になっていた。

「前田さん、こんな時間までごめんね。お腹空いてない？　俺は空いちゃったよ。良かったら一緒に食事でもどう……ですか？」

　西川社長に誘われ、わたしは頷いた。

（さっきのこと、ちゃんと謝らなくちゃ……）

　そう思いながら。







三・社長とデート？








　事務所近くまで戻って、麻布の小さな居酒屋で食事をすることになった。居酒屋という看板にはなっていたけれどとても雰囲気のいい店で、インテリアや照明も凝っている。和洋折衷の小料理屋……というか、和風のフレンチっぽいお店。

「何がいい？」

「あの、それよりも。さっきは本当にすみませんでした」

　席に座ってすぐ、頭を下げて謝った。

「え？　なんのこと？」

　西川社長には、査定の人とのやりとりは聞こえていなかったようで、不思議そうな表情をしていた。

「ウェディングドレスのことです。無断で勝手に新品を着てしまったので、それでたぶん査定の金額が下がってしまいました」

「あ、そうだったの？　そんなこと、いいよ。別に謝るようなことじゃないよ」

　西川社長は、なんでもない、という雰囲気。

「いえでも、文香さんが着るはずだったのに、わたしのようなものが勝手に。そのせいで……。西川社長のお気持ちも考えず、本当に申し訳ありませんでした」

　そう言うと。西川社長は笑って、

「ああ、そんなことはいいんだ。……それは本当に気にしないで。前田さんだから話すけど、今回の婚約に関してはもともと離婚前提で動いてたんだよ」

「……え？」

　またぐるぐると混乱した。

（どういうことなの？）

　それ以上の説明は別になく。西川社長が頼んでくれたおすすめのシャンパンで乾杯し、前菜をつつき始めた。

　家庭的なような家庭的じゃないような、不思議な感じのお料理。煮物やお浸し、アスパラガスにバターソースをかけたもの、などのお惣菜が入った小鉢が木箱に並べられて出てくる。だしが効いていて何を食べてもとても美味しい。

　でも。

　さっきの西川社長の言葉が気になって、本当は料理どころではない。頭の中はクエスチョンマークでいっぱいだ。そう思っていると。

「さっきの話だけど。関わってもらってしまったし、前田さんにはちゃんと説明しておくね」

「はい」

　ホッとした。ちゃんと聞きたかったから。

「えっと……圭介から、俺について何か聞いていない？」

「いえ、特に何も聞いていません」

　わたしがそう言うと、西川社長はちょっと考えているような様子だったけれど、ゆっくりと話し始めた。

「そうだなあ。どこから話そうかなぁ。途中からだと、かえってわかりにくいかもしれない。最初から説明するね。

　去年くらいから親父に結婚するように再三言われていたんだ。でも俺は結婚したいと思っていなくて。理由は、俺、父親からすると愛人の子でさ。母親も自分の実家に俺を預けていなくなってしまったような人で。祖父母がいい人たちだったからなんとか無事に育って、本妻さんに子供ができなかったって理由で親父に呼ばれて会社を継いだわけなんだけど……。そんな俺に結婚願望なんてあるわけないのに、親父はしつこくてさ。

　で、たまたま半年くらい前に田舎の祖父母宅に帰ったときに、文香とばったり会って、文香は幼馴染で俺の事情を知っているから、あ、俺の事情に関しては幼馴染なら誰でも知ってることで、圭介も知ってるんだけど──、親父からしつこく言われていることを文香に話して、俺と偽装結婚しないか？　って聞いてみたらＯＫしてくれて、協力してくれることになったんだ。もちろんそれなりのお礼もする予定でね。

　だから文香とはもちろんつき合ってなんかいないし、親父の手前いちおう結婚式を挙げて入籍して、ほとぼりが冷めたら離婚する段取りになってたんだ。

　駆け落ちの話は急だったから驚いたんだけど、文香は不倫していて俺との結婚であてつけてやりたい、って思っていたのはいちおう聞いてはいたから、どうやら事情が変わったらしいな……ってことは理解した。

　どっちにしても俺としては父親に顔が立つからこれでいいんだ。婚約者に逃げられた、ということになれば、親父もしばらくは結婚に関しては黙っているだろうし」

　西川社長は静かな感じで、淡々と説明してくれた。

（そうだったんだ……）

　驚きつつも、気の毒な事情も重なっていたと知り、納得した。

「ありがとうございます、わたしのことを信頼してお話してくださって。お話、了解いたしました」

　わたしがそう言うと、西川社長は安心したような感じで、微笑んだ。また、胸がトクンとした。

「いろいろ面倒なことを頼んでしまって申し訳ない。個人的な事情も理解してもらえてうれしいよ。なんだか、前田さんにならいろいろ話せそうな気がしてさ。こちらこそありがとう」

　西川社長は気が楽になったのか、シャンパンを飲み終えて日本酒に移った。お酒は好きな方らしい。

　わたしは西川社長の話に驚いて、お話の最中はお酒や料理にはほとんど手をつけていなかったけれど、勧められて赤ワインを飲み始めた。

「わ。これ、美味しいです」

「良かった。ところで、俺のことより……前田さんの話が聞きたい。いいかな？」

　見つめられると、どうしてもドキドキしてしまう。

「え？　わたしの話ですか？」

　西川社長がわたしのグラスにワインを注ぎながら言った。

「実はちょっと前に圭介に連絡したんだよね。前田さんを紹介してくれたことに対するお礼も言いたくて。そしたら圭介が、前田さんはまだ本調子じゃないかもしれないから気をつけてやって、って」

（圭介め！　余計なことは言わないで、ってあれほど言っておいたのに）

「わたしの話なんて、何も無いです……」

　小さく言うと、

「俺だっていろいろ話したのに。言ってよ」

　そう言われてしまった。確かに、西川社長は個人的な話をしてくれたのだし、それを聞いてわたしもすごく納得した。だから、それを思ったらわたしも少しは自分のことを話すべきなのかな、と思った。

　わたしは、職場で嫌がらせを受け、退職に至った経緯を話した。西川社長は黙って聞いてくれていたが、

「そのホテル、知り合いがいるよ。表ざたにしないで、この話を伝えることもできる。そのほうがいいように思うのだけど……」

　西川社長の表情が少し厳しい感じになっている。わたしは話を続けた。

「あのでも。もう、大丈夫なんです。関わりたくないし、お金も貰ったので、それで済ませたんです」

　わたしはそう言ったけど、

「そういうやつがいると、困るのは経営者なんだ。前田さんのような優秀な社員を失うなんて大損害だろう。俺だったら絶対に許せないな。なんとしてでも前田さんを守りたいよ」

　西川社長は口を引き結んだ。

　仕事の話というのはわかるけれど、誰かに守ってもらうということが無い人生だから、そう言ってもらえただけでなんだかちょっとうれしい。

「ありがとうございます。でも、もう大丈夫なので。それよりも、今は本当に楽しくお仕事させていただいています」

「とんでもない。何かあったら、すぐに言ってね」

　初めての、西川社長との食事。最初は少し緊張していたけれど、仕事のことも含めて話がいろんな方向に飛んで、すごく楽しかった。圭介たちとのバンドの話もしたりして。

「バンドかー。ってことは前田さん、ベース弾けるの？　すごい！」

「いちおう弾けますけど、下手くそです！」

「今度聞かせてよ」

「再結成の予定は今のところないんです。演奏する機会もないし」

「残念だなぁ」

　西川社長もいつもよりずっと明るい表情。

（そういえば、男の人と二人きりで食事なんて、何年ぶりだろう？　なんか、デートみたい）

　わたしはモテなくて、縁もなくて、元カレには二股をかけられたりしたし、自分から相手を求めることは自然にしなくなっている。

　それよりも、ひとりで生きていく方法を考えることの方がずっと大事だった。結婚というのは男女交際の先にあるもので、そこまで辿りつく自信が無かったから。

　だから、西川社長が結婚に関して、人生でいろいろあったから自分はしたくない、という思いはすごくわかる気がする。

（そうだよね。ましてや、ひどい例を間近で見て育っているんだから）

　でも、気になるのは、

（単にモテなかったわたしと違って、西川社長はものすごくモテそうなんだけど。そのあたりはどうしてたんだろう？）

　勧められるままに、そこそこお酒を飲んでいる。

　飲めない方ではないのだが、楽しさもあって、ちょっと普段より酔いが回っている気がする。そんな状態だったので……。素朴な疑問がつい口から飛び出てしまった。

「あの……お伺いしてもいいですか？　結婚には興味がなかったにしろ、西川社長はカッコよくてモテそうなのに、恋人はいないんですか？」

　唐突だったかもしれない。西川社長は鳩が豆鉄砲でもくらったような顔をしている。でも次の瞬間にクスクス笑い出した。

「そのカッコよくてモテそうっていうのは、前田さんの感想？」

「は……はい」

　よく考えたら恥ずかしい。

（まるで、好きですタイプです、って言ってるようなものじゃない！）

「へえ。それはうれしいなぁ。前田さん、すごく可愛いし、素敵だからさ」

「え？　いや、そんなことは……」

　カッコいい人に可愛いと褒められる。そんな状況は経験がなく、咄嗟に言葉が出てこなかった。

「そうだな。今はいないよ。恋人はいたりいなかったりだけど、自分から行くことはほぼないな。ぐいぐい来られたらちょっとつき合うくらい。社長夫人になりたい女性は多いけど、俺に全く結婚する気がないからね」

「なるほど、そういうものですか。もしかして、ちょっと女嫌いですか？」

「うーん、そんなに意識してないけど、どっちかって言えばそうかもしれないなぁ」

　ますます共感してしまった。わたしもどっちかといえば男性が苦手だから。仕事以外で男性とこんな風に話し込んだことがあまりないので、今、すごく面白い。

（西川社長に近づく人って、きっとみんな、それなりに容姿に自信のある人たちなんだろうなぁ。なんと言っても西川社長はこんなにカッコイイんだから）

　いろいろ、想像してしまう。

「そんな感じだよ。恋愛は、基本的に面倒だから避けてる。それよりも、前田さんはどうなの？　俺も尋ねちゃうけど、彼氏とか、結婚の予定とかは？」

　西川社長も少し酔ってるみたい。普段だったらこういうプライベートなことを質問してくるような人じゃない。それにしてもなんだか……まっすぐに見つめられるとドキドキする。

（困ったなぁ、こういう気持ち。まぁでもいいか、どう転んでもこの人とどうにかなるとかはなさそうだもの）

「わたしは地味ですので、見ての通りモテないです。交友関係も狭いんです。バンド仲間が唯一の友達で。恋人は──、大学生のときにひとり、社会人になってからひとりいましたけど、どちらも最後には他の女の子とつき合い始めて、わたしがいらなくなっちゃったみたいなんです。それで別れました。だからわたしも、どちらかというと男の人は苦手なんです。この先も、恋愛も結婚も自分には難しそうなので、なんとかひとりでやっていくようにしたいなって思ってます」

　ワインが美味しく、つい口に運んでしまう。

「前田さんとつき合っているのに他の女性と？　そんなの信じられないけど」

　西川社長は真顔で続けた。

「こんなに可愛いのに。モテないなんて嘘だよ」

「そんなことないですよ！　本当にモテないだけなんです」

「じゃあ、俺とかはどう？　きっとダメだよね……」

　西川社長が自信なさげにそんなことを口にしたので、今度はわたしが豆鉄砲を食らったような顔になった。

「え？　ダメ……じゃないですよ。そんなわけないじゃないですか。西川社長、素敵ですもん」

　言ってしまってから、

（もしかしてわたし、変なこと言ってる？）

　そんな気もした。どうしてこんな話の流れになってしまったのか、いまいちわからない。

「そっか、いいのか。じゃ、もう一軒行こう！」

　西川社長は笑顔になった。

　今日は金曜で、明日はちょうど会社が休みだ。

　それから。お洒落なバーに行ってその次はカラオケに行った……ところまでは覚えているのだけど……そのあとは……どうしたんだっけ。

　わたしと同じように飲んで、少し酔ってしまった西川社長のことを、なんだか可愛いと思ったような……そんな気もするけど。

　途中から記憶が曖昧になってしまった。

　気がついたときには──。




「んぅ……ふ……んッ……」

　口づけが繰り返される。舌先で唇を割られ、中に入り込んでくる。何度か行きつ戻りつしているうちに、わたしの唇が緩んで、最初は優しかったキスが、口腔を探る激しいものに変わっていく。

（いま……どうなんてるんだろ……ここ、どこ？）

　うっすら目を開けても、自分がどこにいるのか全くわからない。ただ、とりあえずベッドの上で、目の前にいてキスしているのが西川社長だ、ということはわかる。

（どうしてこうなっちゃったんだっけ……？）

　思い出せないけれど、キスやわたしを撫でまわす手が心地よくて、どんどん何も考えられなくなっていく。

　唇は首筋に移動した。お互いすでにほとんど服は着ておらず、下着を身に着けている程度。ピンクベージュのブラジャーとショーツはまだ脱がされていないみたい。

「しゃ……社長……」

「それはやめてよ。同じ年なのに。拓たく馬ま、って言ってよ」

　小さな、囁くような声。

（そうか……そうだよね……だってこんなことしてるんだもん……）

　意識は戻ったものの、まだふわふわしている感じ。

「た、拓馬……。そしたらわたしのことも、千尋、って呼んで」

「うん、わかった」

　拓馬の唇が首筋を這いまわり、胸元に落ちていく。次第に体の奥に熱が溜まっていく。

（どうなっちゃうの……）

　時々ハッとして、怖くなる。だってこんなこと、何年ぶりだろう。前にどうしてたのか、思い出せないくらい……。

　トク……トク……トク……心臓の音が次第に早くなっていくみたい。わたしは仰向けで、脚と脚の間に拓馬の身体がある。想像通り、いやそれ以上に、やせ型だけど引き締まっていて、程よく筋肉がついた素敵な身体。

（こんな素敵な人となんて、初めてだよ……どうしたらいいの）

　拓馬の手が背中に入ってきて、ブラジャーのホックを外した。胸が溢れる。

「想像より……大きいしきれいだな」

　拓馬が右胸にしゃぶりついてきた。そのまま乳首を舐め回される。すぐに固くしこり、胸の奥に甘い切なさが走った。

「んっ、あ、あぁん……」

　固くなればなるほど敏感になる。舌先で先端を舐られると、甘い呻きが口からこぼれた。身体の奥まで快感が流れ、下腹部が熱くなる。閉じられない脚をバタつかせた。

「ふぁんっ……」

　強い快楽に、逃げたくなる。でもすぐに肩を掴まれ、身体を抑えられる。次は左胸。

「千尋はおっぱいが感じるみたいだね。いっぱい弄ってあげる」

　西川社長の目はわりと冷静な感じで。

「や……あ。あぁぁ」

　こんなこと……何年ぶりだろう。もう五年くらいご無沙汰だったから……。このまま二十代が終わってしまうのかと思っていたのに、なぜかこんなことになってしまった。

（やだ……どうしよう。気持ちいい。もしかしてだいぶ、溜まってた？）

　生きることに必死だったから、セックスのことなんかどうでもいいと思っていたけれど、よく考えたら自分の体を労わってあげることさえ忘れていた。

（どうやらわたし、癒されたかった……みたい）

　寝た子を起こされた感じ。のんびり化石になっていたのに、掘り出された。こうなってしまうと──。途中では止まれない。

　太腿に手が触れる。そのまま撫でまわされ、次第に脚の付け根に届き──。ショーツのクロッチ部分を拓馬の指先が弾いた。

「乳首はカチカチだけど、ここはどうなってるかなぁ……？」

　意地悪な言い方なのに、響きはちょっと甘い。この人はこういうとき、こういう声で話すんだ、と思った。

「だ、だめ」

　だめじゃないのに……。思わず言うと、

「だめかどうか、確認しなきゃ」

　耳元で囁かれ、軽く耳たぶを噛まれた。どこもかしこも敏感になっていて、びりっとした刺激が全身に、特に下腹部に──影響を及ぼす。

　拓馬の指はクロッチの真ん中の、女の一番デリケートな部分を、内部の割れ目に沿って何度か前後に動かした。

「や、あ……」

　恥ずかしくて顔から火を噴きそう。だって。

「ってゆーか、これ、履いて帰れないんじゃない？　すでにいっぱい染みてるよ。たったこれだけで……。ねえ、蜜、多いほう？」

　少し意地悪な感じで、拓馬が言う。

「やっ……言わないで」

「可愛いなぁ。すっごく可愛い。最初から、面接の日からそう思ってたんだよ。でもまさか、こんなことになるなんて思ってもみなかったけど……。うれしいよ。じゃ、脱がせちゃうね。これ以上ぐちょぐちょにならないうちに」

　拓馬はそう言って、さっさとわたしの脚からショーツを抜き取ってしまった。

　何も身に着けていない。全裸……。

　拓馬もボクサーショーツを脱いで裸になる。薄暗いからよく見えない。

（恋人同士でもなんでもない男性に裸を見せるなんて、わたしの辞書には書いてないんだけど……）

　でもとっくに大人だし、お互いに決まった相手もいないんだから、別に悪いことをしているわけでもない。こういうのを俗に『遊び』っていうのかな。

（それにしても本当になんで、こうなったんだっけ？）

　心もとない。何がなんだかわからないまま、でも身体だけは反応しまくってる。

　拓馬がわたしの上に来た。さっきのように、脚の間に。目があって、キスされた。さっきよりも素早く舌がねじ込まれる。口腔内を愛撫されると、気持ちよくて思考がぼんやりとしてくる。何も考えられなくなる。太腿を撫でる手が内側に入り、指先が割れ目を撫でた。

「んふぅっ、う、うぅぅ」

　ツーっと何度も指先が割れ目に沿って動くと、そのたびに奥から降りてくる蜜が周囲に溜まり、熱く腫れあがってくる感じがする。

（だめ。久しぶりすぎておかしくなりそう）

　キスで唇を塞がれたまま、拓馬の指先が花びらをかきわけ、人差し指が差し込まれた。狭い隘路を押し開くように……。

「んふっ、ぁあっ、あ……」

　唇が離れ、キスから解放されたけど、それどころではない。じんじんした痺れのような快感が、花芯やその周辺、そしてその奥へと広がっていく。お腹の奥はさっきからずっと熱を持って疼いているし、すぐに息が上がってきて喘いでしまう。

「すごい。いっぱい出てきた」

　拓馬が感心したように言うけど、わたしはそれどころじゃない。

「あぁ、だめぇ……やだぁ……あ、あぁぁ」

「嘘つきだなぁ。本当に嫌だったら、こんなことになってないでしょ」

　拓馬が指を二本に増やし、蜜壺の内壁をそうっと撫でる。奥からひっきりなしに降りてくる蜜のせいで、ぐじゅぐじゅといやらしい音がする。

「ぁああっ……。ひ、久しぶり、すぎて、よくわかんないのぉ……」

「ふうん。どれくらい、してないの？」

「わ、わかんない……五年、くらい……」

「そっか、セカンドバージンみたいなもんかな。じゃあ、よく慣らさないとね。でも大丈夫だよ、千尋のここ、いっぱい濡れてるから」

　じゅぶ、と音を立てて動かしながら、拓馬が蜜壺から指を引き抜いた。

「ほら、すごいだろ？　透明で、ぬるぬるしてて、指にまとわりついくる」

　指を目の前で左右に動かされ、恥ずかしさでカァっと血が上った。拓馬も上気している。

「やだ、見せないで……」

「なんで？　……ほら。甘くて美味しいよ」

　拓馬が指先をぺろりと舐めた。

「だめ、そんな……」

「さっき久しぶりって言ってたからさ、絶対痛く無いように、気持ちいいようにしてあげる」

　両ひざの裏に手を入れて持ち上げ、大きく開かれた。恥ずかしく、脚を閉じたくなるけれど、体に力が入らない。

「あっ……あ、あぁ、いや……っ、く、う……」

　拓馬がわたしの両脚の間に顔を埋め、蜜壺の間の割れ目に口をつけた。熱い吐息を感じ、ぬめった柔らかい舌が花弁のあたりを這いまわる。

「ひ……ぁ、ぁああ、やぁぁぁっ、んっ、あ、あぁぁ」

　びちゅ、ぬちゅ……ぐちゅっ……。淫らな音が部屋中に響いている。舌は花弁の奥の蜜壺の入り口に進み、丹念に舐めあげ、内部の形を確かめるかのように奥まで差し込まれた。

「んぁっ……く、うぅぅ」

　指も差し込まれた。広げるように動かしながら、壁をさすり、恥骨の上側の敏感な箇所へ……。指先でトントンと押され、

「あっ、あっ、あああああ！」

　ぶじゅっ、と奥から溢れてきた。

「ここ、気持ちいいんだね。わかった。ふふ、軽くイったかな。もうドロドロになってきたよ。中も柔らかくなってきた」

（やだもぉ……何もわかんなくなる……）

　ここまでの段階ですでに、これまで経験したどのセックスよりもよくて、反応のいい自分がなんだかうらめしいくらい。

　再び拓馬が顔を伏せ、まずは軽く花びらにキスをし、唇と舌で愛撫を始める。上側の花芯に触れないように周りを舌でゆっくり、押すように動かす。

（あ、これ、やばい）

　彼氏はいないけど、もう大人の女だから、時折、どうしても寂しいときは──。指を使って自分を慰めることがあった。わたしは花芯が感じやすいので、直接弄られるのは痛くなってしまうことが多くて──。だけどこんなに優しく舌で愛撫されたら……。

（彼氏たちは、してくれなかったな……）

　恋人だった人は二人しかいないけれど、こんな風に愛された記憶はない。こんなに丁寧にしてもらうのは、初めてだ。セックスなんて、つまらないものだと思っていた。

（この人のことは、素敵だと思うけれど……でもつき合っているわけでもないし、愛を誓い合ったわけでもない。でも、こんなに感じちゃうんだ……）

　なんだかしみじみしてしまう。体って……不思議だなあ。

　慣れない刺激だけど、むず痒いような、奥から快楽が滲んできてしまうような感じ……でもそのうちに、

「あっ、ぁああっ、やぁぁっ、も、もっとぉ……」

　じわじわと強まってくる快感に、焦れてしまった。

「ん。やっとおねだりモードになってきたね……」

　甘く優しい感じで、拓馬が言う。

「ぁあああんっ、じ、焦らさないでぇ……っ」

　わたしが背中を反らし、腰を浮かせて身もだえしているのに、拓馬はじゅる、じゅる、と音を立ててどんどん溢れてくる蜜を舐めとっている。そうしながら、花芯の周囲をそっと舌で愛撫し続けていて……。わたしの思考は、真っ白になって溶けだしていた。

「あ、あ、あぁんっ、拓馬っ……。お願い、もう」

　瞬間、舌先で花芯をトン、とつつかれた。弾かれたように、全身が撓る。

「ひぁっ！」

　腰を引き寄せるように抑えられ、唇で花芯が包まれたかと思うと、舌先で上下左右に嬲られた。身体がビクビクと痙攣し、

「あ、ぁああ、あ、あ、ふあぁっ、あ、あぁぁぁぁぁ──っ」

　快感がぎゅっと塊になって爆発した。ビクンビクンと大きく体が跳ねる。どろりとした蜜が熱い下腹部から流れ出てくる。

　目の中でパチン、と火花が散り、それは一度だけでなく何度も散って……。

（こんなの、初めて……）

「さてと、本番行きますか」

　拓馬が体を起こし、わたしの髪を撫でながら言った。

　避妊具をつけ、濡れそぼった蜜口に熱いモノを当てがう。わたしは朦朧としていて、あまりちゃんとわかっていなかった。

　ぐぶ。ぐぶぶ。

　花びらをかきわけ、膣壁を広げるように拓馬の大きなモノが入ってくる。

「んあぁ、あぁぁ」

　内臓を押し上げられるような重圧感に、わたしは喘いだ。

（久ぶりだし、大きいし、こんなの入るかな）

　今さらながら不安になったけれど、こうなってしまったらもう逃げたり、途中でやめたりはできないだろう。

　痛い……とまではいかないけれど、すごい圧迫感。それにすごく熱い。

「んくっ、んはぁっ、あぁぁぁぁぁ」

　下半身はガッチリ固定されている。その状態で、拓馬はゆるゆると腰を動かす。

「ん……少しきついけど、いいよ……すごくいい」

「あ、は、あ、あぁん」

　喉の奥から甘い鳴き声が漏れる。

　さらにぐうっと押し込まれ、身体の中がいっぱいになってきた。激痛ではないけれど、奥の方が少し痛い。

「大丈夫？」

「だ……いじょうぶ」

　息も絶え絶えに答えると、察してくれたみたいでキスされた。今日はもう何度もキスしているけど、だんだん慣れてきたみたいで、舌を絡められるとすぐに甘く蕩けてしまう。知らず知らずのうちに身体から力が抜け、新たな蜜がじわりと膣奥から溢れてきた。

「動くよ」

　拓馬はそう言って、ゆっくりと腰を引く。すると、ぎゅっと奥が締まって、じゅぶっと音を立て、蜜が流れ出た。

　キスをされて。そうしたまま、また、押し込まれる。

「んっ……」

　無理やり何度も突いたら、きっと痛い、と思ってこうしてくれているのがわかる。わたしの身体から力を抜くため、キスをしてくれてる。

（上手なんだ。それに、優しい……）

　遊ぶなら、こういう人と遊ぶのがいいんだろうなと思った。彼女になれなくても、こんな風に抱いてくれるんだったら。

（わたし、何を考えてるの？　もしかして彼女になりたいの？　でもダメだよ、この人とはそういう関係にならないほうがいい。だって、素敵すぎるから、一生残る火傷になっちゃうかもしれないもの。拓馬もそんなつもりはないだろうし……）

　ゆっくりと何度も突かれているうちに、蜜が増え……。困ったことに、どんどんよくなってきた。

「ふ……あ……ぁあ」

　喘ぎ声の響きが甘くなったのを気づかれたのか、拓馬の動きが激しくなった。じゅぶ、じゅぶ、静かな部屋に水音が響く。

「いやらしい音、してるね……。千尋、すごく可愛いよ……」

「や……恥ずかしい……あ、あぁぁぁ、いいっ……」

　拓馬が体を起こすようにしながら、上側を突くように動きを変えた。気持ちいいところに当たってしまう。快楽のポイント。

「やっ、そこ、だめぇっ……」

「ここだろ？　さっき確認しといた」

　探すような動きが定まって、押すように動かしたり、軽く突き上げたり。そのたびに声をあげてしまう。

「ふあっ、あ、あ、あぁぁ」

　わたしが腰を浮かしそうになるとそれを抑えて、さらに打ち込んでくる。

「く、あ、あぁぁぁっ」

　口の端から涎が零れ、じゅっ、と何かが漏れた。

（やだ。おしっこ……？）

「ご、ごめんなさい……」

　小さな声で謝ると、

「また、イッた。三回目かな。なんで謝るの？」

「だってなんか、漏れちゃった」

「漏れたというか、吹いたかなぁ。可愛いね。そんなん、いいに決まってるだろ……さて、そろそろ俺も限界なんで」

　拓馬が切なげな表情でわたしを見下ろす。

　膝裏に手が添えられ、大きく開かれた。角度が変わり、さらに深く腰を押し入れられる。最奥に当たった。

「あぁぁぁぁっ」

　楔のように打ち込まれたもので、最奥が開かれる。経験したことのない快楽に、ぶるぶる震えてしまった。

「う、うぅぅぅぅっ」

　身体が反発を繰り返している。体の奥に何かがあるなんて、普段はありえないことで……。自分の意思で、というよりは体が勝手に、気持ちいい、けど怖い、けど気持いい、を繰り返して、ぎゅっと締まったり緩んだりしている。

「あ、あ、あぁぁ」

「いくよ」

　最奥に当たる熱い塊が動き、何度も打ち付けられる。

「気持ちいい？」

　言葉もなく、何度もコクコクとうなずいた。

　変な感じがする。変、というのは、強烈な快楽の、はじっこを掠めている感じの場所に、拓馬のモノが触れているから。息が上がり、ひたすら喘ぐ。

（気持ちいい。どうしよう、またイっちゃうよぉ……）

　拓馬の息も荒い。時々、熱いモノがビクビク動くのも感じる。そして最奥の手前の──。触れられたらすごく気持ちいいいところ、って今日まで知らなかったところ──を刺激し、何度も打たれ──。もっともっと、押し上げて欲しくて──。

「あ、あ、あぁぁぁぁぁぁっ」

　腰を上げ、拓馬にしがみついた。

　激しい腰の動きと、水音。肌と肌がこすれ合い、首を仰け反らせ、我を忘れた。

「んっ！　あ、あ、あぁぁぁぁっ、イクぅーっ」

　体がビクビクと大きく震え、膣壁がぎゅうっと収縮した。蜜が泡立ち、拓馬のモノに絡みつく。手が握られた。恋人繋ぎの形で、指が絡む。

「千尋、イクよ……っ」

　最奥に打ち付けられた拓馬のモノが膨らみ、大きく爆ぜた。……ふわっと、ぬるい水をこぼされたような熱が広がる。荒い呼吸をしながら見つめ合うと──拓馬の目がとても優しかった。わたしたちはしっかりと抱き合ったまま、しばらくの間そうしていた……。







四・日常に戻れる？








　気持ちよく晴れた冬の、クリスマス前の最後の日曜日。わたしはいつものようにフロアモップで部屋中を掃除したあと布団を外に干し、部屋に戻って、迷いつつも圭介に電話した。拓馬の話を聞いてみたくて。もともと、圭介が持ってきた話なのだから、尋ねても違和感はないだろうし。

『あー、拓馬は学校ではずっと一番の成績だったし、めちゃくちゃ頭いいけど、でも意外と普通のやつよ。別にお高いとかないだろ？　だから俺もつき合えてる。文香とのことは知らなかったけど、結果丸くおさまったなら良かったじゃん。文香はああいうやつだし、利害が一致したんだろうなぁ』

　圭介はわたしをさらに素朴にしたような性格の男子で、悪い人じゃない。あけっぴろげな感じで、話してくれた。

「なるほど……」

　あっちはいつも通りスピーカーで二人で話している。香菜が話し出した。

『わたしはその、拓馬って人には会ったことがないけど、なんか複雑な家庭で育った人らしいね。でもがんばっていい大学にも入って、親の仕事を継いでるなんて、立派な人なんだね』

　香菜は香菜で、無邪気なタイプだったりする。なので、

（うーん。わたしが拓馬と、つき合ってもいないのに一夜を共にした話なんてしたらびっくりされてしまいそう。大ごとになっても嫌だから、黙っておこうっと）

　そう思ったので、とりあえず自分のことは言わなかった。

『拓馬の家って、本当に複雑だったんだ。お父さんもお母さんもいなくてさ。でもあいつって本当にいいやつで、偉いんだ。小学校でも中学校でも、率先してみんなのために働いてくれた。だから、中学校では生徒会長だったし、高校もあのへんから通えるそれなりの進学校はひとつしかなくて、俺も一緒の学校だったけど、俺はビリのほうで、拓馬は常にトップ。そこからいい大学に進学して、親父さんに頼まれて事業を継いだって聞いてるよ』

「そうなんだね……」

『それでどう、いい感じで働けてる？』

　圭介に尋ねられる。

「うん、それはもう。紹介してくれてありがとう」

『だったら、良かったよ』

　電話を切って、しばらくぼーっとしていた。最近は寒くなってきたのでこたつ布団を出して、暖かくしている。

　拓馬と一夜を過ごしたのはおとといの夜。

　寝た子を起こされた体が落ち着かず、昨日は一日中なんだか変だった。処女ではなかったはずだけど、まるで棒でも挟まっているような違和感が、まだ続いている。

　おとといの夜は、拓馬が眠ってしまってからこっそり抜け出してきた。すっかり酔いも醒めていたし、わたしはそこが拓馬の家であるということに気がつき、けして嫌だったわけではないけれど、どうしたらいいのかわからなくなって──夢中で出てきてしまったのだ。

　映画等でみるいい女は、たとえ勢いで素敵な人と体を重ねても「それはそれ、これはこれ」みたいな感じでさりげなくこなしていたりするけれど……そんな高度なことは、わたしには無理。

　ただ、困っているのは、

（ものすごく気持ち良かった……まだ体が、なんだか変だし……）

　疼く、ってこういう感じなんだろうか。実は昨日からずっと、軽い日用の生理用ナプキンを使っている。……ふとした拍子に、蜜が出てきてしまうので。

　もう何年も砂漠のような生活をしていたのに大雨が降って、洪水を起こしているようなものなのかもしれない。自然に落ち着くまでは何日かかかるのかも。

（圭介の友達だったんだなぁ）

　紹介してもらったんだから最初からわかっていたはずなのに、なぜか今になって実感している。なんとなくだけど、なんといっても社長だし、自分からはすごく遠い人だと思っていた。

　それがまさか初めて食事をしたその日にあんなことに発展してしまうとは。

（ひどい目にあって退職して、半年ぶりにアルバイトに出たら今度は落とし穴に落ちちゃった感じ……）

　今、たぶんわたしはその落とし穴の底にいる。だけど、問題なのはそれがそんなに嫌じゃないってこと。できればこのまま、余韻に浸っていたいような、不思議なふわふわ感。

　スマホがブルっと震えた。普段は音を切っている。メールだ。

（あ。拓馬……だ。心の中でも、まだ拓馬って呼ぶの、ちょっと恥ずかしいな）

　メッセージアプリのアドレスは交換していないからか、履歴書を出したときのメールアドレスに昨日から数回連絡が来ている。電話も一回。これは出なかった。

　内容は……体調はどうですかとか、当たり障りのないこと。いちおう、心配してくれているらしい。

　だから、大丈夫です、と一度返してからは、放っておいていた。

　でも、

（いちおう、見てみなきゃな……）

　メールを開けると。

『今、前田さんの家の最寄りの駅の、東口の改札を出たところにいます。少し会って話せませんか？』

（え。どうしよう）

　少し悩んだけれど……。慌てて軽くメイクをして、マンションを出た。




（スーツじゃない姿、初めて見たかも。これもまた、なんてカッコいい……）

　拓馬は改札を出たところの大きな柱の前に立っている。スラっとした立ち姿が遠目から見ても素敵で、情けないけれどそれだけでかなりドキドキしてしまった。

　デニムパンツに白シャツ、グレーのカーディガン、黒の短めのコート。シンプルでキメすぎていない、きれいめのコーデ。モテる男性って、どちらかというとお洒落過ぎない格好をしていると思う。

（目の毒だなぁ……）

　そう思えば思うほど、たぶん仏頂面になってしまっている。なんだか恥ずかしくて、どんな顔をしたらいいか、全くわからないんだもの。

　わたしはといえば、完全に部屋着。ブルー系のチェックのロングスカートに、チャコールグレイの長Ｔシャツ。それに普段着のカジュアルコートを羽織っている。人と会うような恰好じゃないけれど、着替えている余裕はなかったから、仕方ない。

「あ、前田さん……じゃなくて、千尋！」

　わたしに気がついて、拓馬がこっちに歩いてきた。

「た、拓馬……」

　小さな声で呼びかける。まだ慣れない。というか、慣れていいのかわからない。

「来てくれて良かった。どっかでお茶でもする？」

　拓馬は普段通り……というよりは、社長ではなく、恋人か友達になったような雰囲気。笑顔で、気安い感じ。仕事のときの雰囲気じゃない。

（あんなことやこんなことをしちゃったんだから、これは当たり前の変化？）

　空気を読むのならば、合わせたほうがいいのかなと思うけど。それにしても……。

（このへん、何もないんだよね）

　気の利いたカフェなんて、無い。というか、わたしもこのへんでカフェに入るようなことはないから、あったとしても知らないのだ。ちょっと困って、

「うちに来ますか？」

　そう言った。

「いいの？」

　拓馬の表情が明るくなった。




「いい部屋だね」

　拓馬がバルコニーの近くまで歩き、窓の外を見ながら言う。コーヒーでも淹れようかなと思いながら、わたしも立っていた。

「はい。公園の緑が見えるのが、気に入っています」

　そう言うと、

「ねえ、どうして敬語なの？　やめよ」

　キッチンに行こうと背を向けたわたしに、拓馬が近寄ってきて、後ろから抱きしめてきた。

（あ……）

　わたしは内心うろたえて、結果、動けなくなってしまった。

「どうしたの？」

（どうしたもこうしたも……）

　返事もできないでいると、

「おととい、なんで黙って帰ったんだよ」

　背後から耳元で言われた。

（まずい。立っていられない……）

　まだ体が通常モードになっていないところへ、刺激を受けてしまったからか、力が抜けてしまった。しゃがみ込むと、拓馬もしゃがんだ。そっと、体を回されて、向き合う形になった。肩に手は置かれたまま。

「ね。どうして？」

　目の前で、真面目な顔で尋ねられて、言葉が詰まった。

　だって理由なんかないのだもの。わたしは単に気が動転していて、出てきてしまったのだ。ただそれだけ。

「あ、あの……」

　心臓がバクバクしている。身体の奥が熱い。

「は、放して……」

　やっとそう言うと、手が離れた。

「ごめん、つい。いきなり触れるつもりじゃなかったんだけど」

　たぶんわたしの顔も赤いけど、拓馬の顔も少し赤い。それで少し安心した。

　気を取り直してコーヒーを淹れ、こたつテーブルに置き、角に二人で座る。今日は温かいから、こたつのヒーターは入れていない。毛布に二人で足を入れると、少し気持ちが和む。

「アドレス登録しよう」

　そう言われて、メッセージアプリで友達になる。圭介と話したことを報告した。文香さんのことを言ってしまっていたから、

「大丈夫だった？」

　と聞いてみたら、ぜんぜんいいよ、と言ってもらえた。

「今度みんなで会いたいな」

「圭介が東京に来たら、会おうか」

　そんな話もした。

（なんだかすごく普通に、友達になっちゃいそう）

　それならそれでいいのかも、と思う。

　そういえば。

「あの……。わたし実はこの間のこと、あまりちゃんと覚えてなくて。なんであんなことになったんでしたっけ？」

　コーヒーを飲みながら聞いてみた。

「え？　それはバーに行って、うーん、千尋はけっこう飲んでたよ。で、歌いたいっていうからそのあとカラオケに行った。覚えてる？」

「なんとなく……」

　カラオケに行った、ということは記憶にある。でも、そこで何をしていたのかが、曖昧。

「でも、歌は歌っていないんだよ」

　拓馬がわたしの顔を覗き込んだ。何かを確認するかのように。

「歌ってないの？」

「うん。だって、部屋に入ってすぐに千尋が抱きついてきたからさ」

「え」

　確かに歌った記憶はない。だから、

（あ。わたし、やらかしたのかな？）

　酔うと多少、気が大きくなる傾向はあるのだけど。それにしても、まさか抱き着いてしまったなんて。

（拓馬のこと、素敵だなって思ってたから……たぶんそうだ）

　恐る恐る尋ねる。

「あの……わたし、なんか言ってた？」

　拓馬は少し言いにくそうだったけど、

「うーん。俺としたい、って言ってたよ。顔がすごくタイプだって」

「えっ。何それ、最悪……」

「いや、でも俺はうれしかったけど。だから、その後はすぐうちに連れていったんだ」

（そっか。わたしから誘ったんだ！）

　謎が解けた。

　拓馬は無理やりわたしを、というか女性を、自宅に連れ込んでセックスするような人じゃない。『ぐいぐい来られたら、つき合うこともあるけど』って、言ってたくらいだから。

　今回はわたしがぐいぐい行ったから、こうなったのだろう。ものすごく納得した。

　まだほんのり温かいマグカップを両手で挟みながら、わたしはぼうっとしてしまった。

（そっか。誘ったのは、わたしかぁ……）

　なんだか悲しいような情けないような。複雑な気分。

「さっきも言ったけど、うれしかったよ、俺は」

　拓馬の手が伸びてくる。そっと抱き寄せられて、チュッと軽くキスをした。

　たったそれだけで、ギュッとお腹の奥が締まるような感じがあって、熱を帯びてくる。わたしからもしたくなり、拓馬に抱きついて、チュッとついばむようにキスをした。

「千尋、可愛い……」

　拓馬がしてきた次のキスは、さっきよりは深くて。唇の合わせ目から舌が入ってきた。少し口を開け、そっとからめる。二度目だから──ちょっと、慣れてる。

　キスをしたまま……ゆっくりと倒された。冬なので少し毛足の長いラグを敷いている。その上に。

（背中、痛いかなぁ……）

　そんなことを思えたのは最初だけで、終わらない口づけにわたしはどんどん飲み込まれていった。

　キスは唇だけじゃなくて、顔にも首筋にも降ってきた。

「今日も……いいの？」

　頷いた。だって……したいんだもの。拓馬にすごくときめいているし、寝た子が起きちゃったから。

「ありがとう。今日はそういうつもりじゃなかったんだけど、こうやって二人きりになっちゃうと、やっぱり俺……。ベッド、あっち？」

「あ、でも布団干してる……。ここで、いいよ」

「そっか」

　両脚の間に拓馬の身体が入ってきた。

　手早く長Ｔシャツが脱がされ、熱い指が肩や背中を何度か往復した。そのうちに水色のブラジャーの肩紐が降ろされ、露出した左胸が温かく湿った舌先でぺろりと舐められた。

「んっ……」

　自分の部屋だが窓は閉まっている、声はそんなに漏れないはず……。でもお隣に聞こえないように静かにしなきゃ、と思った。

　そのまま左胸は、まるで食べ物にでもなったようにペロペロされ、しゃぶられ……。カチカチに固まってしまった突起の先を、舌先でつつかれた。

「あんっ、う、うぅっ……」

　自分の右手で口を塞ぎ、我慢していると、

「声出ちゃうの、気になる？　この間は、大騒ぎだったのに……」

　笑いながら言われてしまった。

「だって……」

「感じちゃうのは、仕方ないよ。いっぱい気持ちよくして欲しいでしょ？　やばいときは、塞いであげる」

　頷くと、頭を撫でられた。

　再び左胸に唇が降りてきて。扱くようにやわやわと舐められたり、強く吸われたり。気持ちよくて、次第に何も考えられなくなってきた。

「あっあっ……」

　右胸も、乳輪をなぞるように舐めあげられる。舌先で先端をぐるぐると。乳首が固くなり、気持ちよくなると、その快感は下半身に降りてくる。足の付け根の大事な部分はすでに濡れそぼっていた。

（やばい……もう下着が濡れちゃう……）

　そう思っていたら、拓馬の唇が胸から離れた。

「俺、もうダメ。我慢できなくなってきた。ごめん……」

　次の瞬間、腰を掴まれて、ずるっと移動させられた。そのままロングスカートがまくり上げられ、冬だからタイツを履いていて、それも引きずり降ろされた。ショーツ一枚になり、拓馬が下の方へ移動し、温かく湿った舌がクロッチの淵あたりを這いまわり始めた。

「あ、あぁぁ……」

　恥ずかしくて、腰をずらそうとするとそのたびに引き戻される。足の先に鈍い痺れを感じた。閉じようとする太腿が、かえって蜜壺付近への刺激を強めてしまう。

「家だから、着替えはあるよね？」

　拓馬はショーツを脱がそうとしなかった。舌で、クロッチの淵を何度も往復する。

「ダメっ、そんなとこ、汚いよぉ……」

　喘ぎながら必死に言う。

「この間はそんなこと、言ってなかったけどな」

「この間は、酔ってたからぁ……あ、あぁぁっ……」

「そうだね、酔ってた。でも今日は酔ってないけど、俺を受け入れる準備はできてるみたいだね。うれしいよ」

　クロッチの脇から滑り込んできた生温かい舌が、ひだひだの間に入り込んでくる。

「いやぁ……汚いからっ……」

　シャワーを浴びてから、って言えば良かった。でももう遅い。

「い、入れて、もう、入れて」

「なんで？　舐められたくないから？　でも、気持ちいいんでしょ？」

（わたしの考えることなんてお見通しなんだ）

　じゅぷっ……ぐちゅっ……ぶしゅ……

　水の音は、わたしの蜜だと思うと、恥ずかしくて顔がずっと熱い。

　ショーツが降ろされ、舌全体でべろりと舐められ、指が差し込まれた。膣壁を軽くこすられ、中がひくつく。

「ああっ」

「力、抜いて」

「あ、ああ……」

　探るように動く指。内壁を擦り、時折指を曲げたり……。そして上側をトントン、と突かれる。

「や……っ、あ……」

「ここ、好きだもんね」

「だ、だめっ……」

「だめ、じゃないんでしょ？　ほんと、可愛い……。ごめん、俺、もう限界」

　少し切羽詰まったような声。指が抜かれた。

　拓馬が服を脱ぎ、そそり立ったモノが現れた。この間は暗かったから、あまり見えなかったけれど、

（大きい……。あれが、入ったんだ）

　道理で最初、痛みがあったはずだと思った。これまで、受け入れた経験のない大きさだったから。

　拓馬は素早く避妊具をつけ、両足をかかえ、花びらをかきわけるようにしてわたしの入り口に押し当て、ぐいっ……と、ねじ込んだ。

　熱くて、固くて、大きい。そんなものが、ぎちぎちと襞をかき分け、最奥まで入ってくる。

「……くっ、う……ん、んっ」

「千尋っ……千尋……」

　拓馬は切なげにわたしの名前を呼び、最奥に数度、打ち込んだ。わたしは答えることもできず、ひたすら喘いでいた。

　抜き差しを繰り返され、そのたびに気持ちいい箇所に当たって奥も前もビクビクと感じる。ぐちゃぐちゃ粘つくような水音と、肌がバシバシとぶつかり合う音、わたしの喘ぎと、拓馬の荒い息遣い。

「ああ、入ってる……すごい……千尋のナカ、めちゃくちゃ気持ちいい」

　体を起こして打ち付けている拓馬に手を取られ、繋がっている部分に触れさせられた。熱くて大きなものがびっしりと自分を埋めているのがわかる。蜜で濡れた指先に、拓馬はそっとキスをしてくれた。

「わたしも、気持ちいい……。もっと……拓馬、もっと……」

　打ち付けられるたび、気持ちがいい、しか言えない。

　繋がっている部分から蜜と、甘い痺れが広がる。

「イキたい？」

　問われ、頷くと、手で口を塞がれた。その状態で、もうひとつの手の指先が、女の一番敏感な突起、花芯に触れる。大きなものが最奥まで収められた状態で、ぬるぬるした蜜がお尻まで垂れているから、花芯あたりもぬるぬるだ。指先で優しく刺激されながら、突き上げられた。

「んっ、んうぅぅぅぅっ」

　手でふさがれてなかったらかなり大きな声が出てしまっていただろう。

「んふっ、く、うぅぅぅぅぅぅぅっ」

　ビリビリとした快感に、前も奥も連動して痙攣した。二度目だからか、快感までの道筋が早くなってしまった気がする。

　わたしはしばしぐったりしてしまったけれど、気持ちよさは続いていて、

「じゃ、俺も……」

　そう言われ、動きを早めた拓馬に激しく揺すぶられ、

「あ、あぁぁ」

「千尋、千尋……。あああ、俺も……イクっ……」

　体の奥で何かが破裂し、最奥に甘い快楽の痺れと、温かなものが、広がった……。




「あ。美味しい」

「それなら良かった」

　セックスのあと、ちょうどお昼も過ぎていて、二人ともお腹が空いて。わたしが何か作ろうかなと思ったのだけれど、なんと拓馬がチャーハンを作ってくれた。こたつテーブルで、わたしが作ったトマトとオニオンのスープと一緒に食べた。

　冷蔵庫掃除のありものチャーハンなのに、これがすごく美味しい。

「料理、上手なんだね」

　ひとり暮らしはそれなりに長いのに、わたしは料理にはあまり自信がない。ずっとひとりだから、いつも適当なものばかり食べている。だから手作りの美味しいごはんはうれしい。

「そこまで凝ったものは作らないけどね。親もいなかったし、祖父母だって大変だから、なるべく自分でやれることはやってたんだ」

「大変だったんだね」

「そのおかげで今があると思ってるよ」

　マイナスをプラスに変えていける人って本当にすごいなぁ、と思う。

「そうだ。ところで、話があったんだった」

　拓馬が思い出したように言った。

「メールに書いてあったけど……何？」

「バリ島、一緒に行く相手は決まった？」

　そういえばそんなことも言われていたっけ。でも、他の作業に追われて忘れていた。

「あの……わたし、友達も恋人もいないし、無理だから、誰かほかの人に……。あ、そうだ、圭介夫妻とか、どうかな」

　そこまで言ったところで、拓馬に、

「あ、そう。誰かに声をかけたりはしていないんだね。じゃあ、俺と行こう。いいよね？　予定無いって言ってたし。俺、千尋と行きたいよ」

　にこにことそう言われて、戸惑ってしまった。でも、拓馬はなんだかすごくうれしそうで、どこか弾んだ様子もあって。

（もしかして、素になると意外と無邪気なタイプなの？）

　あの圭介の友達だから不思議ではないけれど。

「えっ。でも……」

「じゃ、決まりね。後で日程をメールで送るよ。あ、ちなみにバリは初めて？」

「うん」

　押し切られるように頷いてしまった。

「そっか。じゃ、楽しもうね！」

　唇に、軽くキスされた。

　拓馬は終始にこにこしていたけれど、わたしはけっこう複雑な気持ちだった。

（つき合ってもいないのに、いいのかなぁ？　わたし、大丈夫かなぁ。もうずいぶん、好きになりかけているのに……）







五・バリ島へ








　シンガポールを経由してングラ・ライ国際空港に到着すると、デンパサールは大雨だった。シンガポールを経由したのは拓馬が仕事で直前まで滞在していたからで、そこで一泊し、次の日にまた飛行機に乗った。

　空港に降り立つとバリ人の男性が車で迎えにきていた。そつのない笑顔に、こぎれいなシャツにズボン姿、車は海外有名メーカーのメタリックグレーのセダン。英語を話せる人だった。一時間半くらいかかり、移動するうちに雨がやんだ。

　バリ島といえば、なんとなく海のリゾートなんだと思っていた。

　もちろん、そういう場所もあるんだろうけど、このへんはなんだか違うみたい……。山だ。森だ。日本とはぜんぜん木や植物の雰囲気が違うけど。暖かい国の鬱蒼とした濃い緑の匂いがする。

　空港から遠いホテルなんだなと思ったけど、到着したところはそもそも──。

「あの、ここって。いわゆる、普通のホテルではないよね」

　トランクから出してもらったスーツケースは、そのまま建物から出てきた別の男性スタッフに手渡された。

　建物の全貌は見えないけれど、古めかしい建物と新しい建物が混ざって点在しており、手入れされた庭園が美しい。かなり広いようで、敷地内に丘や谷があり、小さな川まである。どこまで奥が深いのか入り口からでは想像もつかない。

　周囲は静か。人工の音はない代わりに、水の音と鳥の声がする。雨上がりの、しっとりした空気。とても気持ちいい。

　年末年始の今の時期、バリは雨季であるらしい。でも、日本の梅雨とはぜんぜん違うみたいで、湿ってはいるけれど、鬱陶しい感じはない。

　奥へと案内されながら、拓馬が説明してくれる。

「ここはウブドって村のプライベートなヴィラなんだ。もともとはバリの有力者の邸宅だったところを、うちを含めたいくつかの企業が出資してこんな風に仕上げた。バリには何度か来ているけど、俺もまだここには来たことがなくてさ。文香もバリ島への旅行は乗り気だったから予約してたんだ。だから……。ここは今のところ、普段から使っているわけじゃないから、俺たちのような出資している人間が来るとなると、一か月くらいは前から人が入って準備をするらしくて。それでキャンセルしにくくてさ。別に俺じゃなくても俺の紹介する人間なら泊まれるわけだから、あのときは誰か代わりに行ってくれたらそれでいいって思っていたけど、こうやって千尋と来れて良かったよ」

　自然な感じで、どちらからともなく手を繋いだ。

　わたしは拓馬の話を聞きながら、半ば呆然と周囲を見回し、歩いていた。

「ってことは、もしかしてここ、貸し切りなの？　こんな広いところが？」

「そうだよ」

　あっさり肯定された。

（さすが、社長！　っていうかここ、すごい……本当にすごい……）

　建物や雰囲気が素敵、というだけでなく。

　ラグジュアリーホテルに勤めていたので、宿泊施設を維持する大変さはわかる。この広大な敷地の中に、実際は何人いるのか……。裏方がいないで済む空間とはとても思えないのだが、とにかく人影がない。

（不思議だなぁ）

　プライベートプールと東屋が点在している。水の音は敷地内の小川からだろう。さらさらした音だ。東屋は細かい彫刻が入った古めかしい作りで、大理石の床の上には立派なソファやテーブルが置かれている。外側と内側の境目があまりなく、雨に濡れたらどうなるのかと思うけれど、日差しも強いからきっとすぐに乾くのだろう。

（ここが貸し切りって……すごすぎる）

　自分の力だけじゃ、きっと一生来られなかった。いろんな状況が重なって、こんなことになっちゃったけど……。

　部屋への案内係は女性だった。荷物は先にいっているらしい。ほっそりした体で、年齢は三十代後半くらいだろうか。黒い髪をきっちり結い上げ、ロングの巻きスカートに着物のような上着を着て、ウェストを紐でしばっている。日本の絣のような柄にも見えるが、よく見るとぜんぜん違う。バリ女性の民族衣装であるらしい。英語で話しかけてみた。

「お召し物、素敵ですね」

　女性はにっこりとほほ笑んだ。

「ありがとうございます。わたし、日本語話せます」

「そうなんですね」

（英語も日本語も話せるってことか。すごいなぁ）

　そんなことを思いつつ、部屋に到着し……。

「わぁ……」

　素敵すぎて言葉が出てこないということが、この世にあるのだとわかった。

　お盆に乗せたフランジパニの白い花があちこちに置かれている。とても良い香りがする。

　広い部屋には明確な仕切りがなく、アジアンな雰囲気のベッドやソファやテーブルが空間に雰囲気良く配置されていた。

　平屋の一軒家が廊下で別の空間と繋がっているような造りになっている。正面にプライベートプールがあり、反対側には広々としたバルコニーがある。その向こうは山。

　キングサイズのダブルベッドには天蓋がついており、ベッドカバーの上には赤い花びらがたくさん散らしてあった。

　バスルームも広々としており、白やピンクの花で飾られていた。

　そして。

「このたびは、ご結婚おめでとうございます」

　女性が深々と頭を下げながら言った。

（え？）

　一瞬反応できずにいると、拓馬が、

「ありがとうございます」

　と、あっさり流した。

（そっか、新婚旅行だと思われているのか。だからこんなに部屋中を花だらけにしてるのか）

　気がついて戸惑いながらも、わたしも拓馬と一緒に微笑んだ。元ホテルスタッフとして、もし新婚旅行だと思っていたカップルがそうじゃなかったときに、対応をすべて変更しろと言われたらどんなに面倒だろうと思ったら、ここで『違うんです！』とはとても言えなかった。

（ま、楽しんじゃうしかないか。どうせ短い間だもん。それに、こんなに素敵な場所なんだから）

「わたしはジェロと言います。滞在中はわたしがご用事を承りますので、何かありましたらいつでもこの番号でお呼びください。時間は何時でもかまいません」

　封筒に入ったカードを渡された。取り出してみると、携帯電話の番号が書いてある。

（この人が担当ってことかなぁ。それにしても、二十四時間対応ってこと？）

　ホテルじゃないのでシステムがわからない。黙って様子を見ていると、拓馬がわたしに言った。

「今日の夕飯、どうする？」

「あ。今日は、軽くていいかな。わたしたち、あまりお腹空いてないよね」

「そうだな。サンドイッチくらいかな」

　今日は飛行機で済ませてしまったから、軽いもので良さそうだった。ジェロさんは頷いた。

　周囲をあちこち眺めていると、いつのまにかジェロさんが飲み物をバルコニーのテーブルに並べていた。ウェルカムドリンクのようだ。さっきは持っていなかったから、きっと誰かほかのスタッフが運んできたのに違いない。全く気がつかなかった。

　そしてジェロさんは、いつのまにかいなくなった。動作がすごく静かな人だ。

　飲み物はトロピカルカクテルだった。マンゴーやパパイヤなどのフルーツが乗っており、甘くて美味しい。

「すごい眺め。きれいだね。このヴィラ、こんなに高いところにあったんだ」

　眺めがいいようにということだろうか、この部屋は崖に面してバルコニーがあるのだった。緑が茂っていて見えにくいけれど、崖下に川があり、向かい側も深い森で、渓谷になっている。

　そんな風景を静かに眺めながら、拓馬と二人で甘いトロピカルカクテルを飲んだ。甘いけど、意外とお酒もたくさん入っていそうな味だった。

　今日は移動で時間を使ってしまったから時刻は夕方で、十八時くらいになってしまい、日が陰ってきた。山もどんどん暗くなる。

「日没だね」

「うん」

　見ていると、遠くのほうにぽつぽつある家の明かりが浮かび上がってきて、それがまるで蛍の光のようで神秘的だった。

　少しして、ジェロさんがチキンとアボカドのサンドイッチとビールを運んできた。

　その晩はそれを食べて、お花だらけのバスルームでちょっといちゃいちゃして。疲れていたせいもあって、バリ島での最初の夜は二人で早寝してしまった。




「ん……ふ……ぁ」

　陽の光で明るくなってきた部屋。時計は見ていないけれど朝なのはわかる。

　まだ目がちゃんと覚めなくて、ぼんやりしているのに、

（あ……ちょっと……何してるの？）

　蜜壺に、違和感……というか、

（やだ……もう……入ってる）

　広くて柔らかいベッド。南国の、噎せ返るような甘い、花の香り。

　うずうずとした気持ちよさが、目が覚めるにつれてはっきりしてくる。

「や……あ、あぁっ……、ん、うぅぅぅっ」

　すでに最奥まで貫かれた状態で、唇も塞がれた。昨夜身に着けていたはずのローブも脱がされ、全裸になっていて、両手は繋いだ形でしっかり押さえられていた。

　大きなモノに膣壁を広げられ、押し込まれている。これで最奥……といつも思っていたのだけど、その最奥がさらに深まっていっているような……。

（やだ。怖い……）

　何を怖がっているのかもよくわからないまま、なぜか怖いと感じる。このままどんどん開かれ、取り返しのつかない場所に行ってしまうのではないかと……。でも、その恐怖の中には、濃い花の香りのような甘さもあって……。

「あー気持ちいい……。千尋の中。弾力があって、すっごいぬるぬるしてる……」

　拓馬が切なげに顔を歪める。

　キスの合間に、耳元で囁かれる。ゆっくりと何度も何度も抜き差しされ、わたしの奥が次第に下がってくる。蜜もたぶん、洪水みたい……。

「や、は、恥ずかしい……」

「何が？　今さら……でしょ」

　意地悪な感じだけど、声が甘い。

　確かに、今更、なんだろう。でも。

「でも、びっくり、した。まだ、寝てた、のに……」

　喘ぎながら絶え絶えにいう。

「ん……寝顔が可愛かったから、つい我慢できなくなっちゃって」

（この人、エッチしてるときはいつもこういう感じで、女の子を褒めまくるの？）

　頭のどこかでそんなことを思ってしまったけれど、体はそれどころじゃなくなっている。

「あ、あ、あ、だめっ、あぁぁぁぁ！」

「このへん、いいみたいだね。いっぱいしてあげる」

　手前だけでなく、奥にも、ぎゅうううと破裂しそうになるくらい感じる箇所があって、そこはたぶん、最初のときには感じなかったんだけど、今は──。

（どうしようっ……いっぱいされてるうちに、体が……）

「やだぁっ、やめてっ」

「なんで？」

「だってぇ……こんなの……こんなこといっぱいされたら……おかしくなっちゃうよ」

「なればいいじゃん、おかしく……」

　拓馬はちょっと意地悪く笑っていて、ぜんぜんやめてくれる気配がない。息が上がってしまう。

　ぜんぜん抵抗できない。感じることから──逃れられない。

（どうしよう。わたしの体、変わっちゃうよ……。それにこんなに声を上げていたら、ヴィラのスタッフに聞かれてしまいそう……）

「あっ、あああっ、あ、いやぁ……い、イク……っ、あ、あぁぁ」

　ぎゅうぎゅうと奥に入り込みかけていた快楽がぐるっとひっくり返り、一瞬、ピンっと全身が硬直したかと思うと、何度もビクンビクンと跳ね返るように痙攣した。自分では全く抑えられない気持ちよさ。

「わ、すごい、繋がってる部分から蜜が噴出してるよ。もっと突いていい？」

「やめてぇ……」

　水分が体中から吹き出す感じで、なぜか涙まで出てくる始末。口の端が涎のせいで少し冷たい。

「無理だよ。やめられるわけないじゃん」

　感じて、イッてる最中なのにさらに責められる。こんなこと──初めてだし、こんな場所でこんな状況で、体験したくなかった……。

（素敵だと思うけど。好きだけど──。つき合っていない人に、ここまでされちゃって……どうしたらいいの）

　じゅぶっ、じゅぶっ、ぬちゅ……。

　そのあとは言葉もなくって、ただひたすらに拓馬の激しい責めを受け入れて、再度襲ってくる絶頂感に我を忘れ、

「千尋、俺もイクっ……」

「ん、んぁぁぁぁぁぁっ！」

　とどめを刺され、わたしもイキながら……頭の後ろが重くなり、すうっと意識が落ちてしまった。




（絶対、聞かれた気がする……）

　わたしたちがシャワーを浴びて着替えを終えると、いつのまにかすうっと現れたジェロさんがバルコニーのテーブルに朝食を並べ始めた。完璧なタイミング。

　わたしは日本から何着か持ち込んだ夏用のワンピースに着替えた。持ってきたのは綿や麻の涼しいものだけにした。足元は裸足にサンダル。暑いので、ちょうど良い。拓馬もデニムにＴシャツの気楽な服装だ。

　南国のフルーツをミックスして絞ったらしい、落ち着いた甘さの生ジュース。そしてフルーツと食用花で飾られたグラノーラにコーヒー。

　見た目がとてもきれい。

　もともと朝はヨーグルト程度のことが多いから、少なめにしてもらった。

　ジェロさんはにこやかだけれど、あまり表情を変えない。ずっと同じ。それはわかる。わたしもホテルスタッフをしているときはそうだった。常に口の端を上げておくようにしておく感じ。ラグジュアリーホテルのスタッフは、夢の世界を構築する脇役みたいなものだから、人間らしさは実のところ必要ないのだ。

　でもわたしはホテルで働いていたので、こういうゴージャスな場所に来れば来るほど、スタッフの様子が気になってしまう。

　だからこそ、

（絶対に、聞かれたと思う……セックスしてるときの音……）

　このヴィラは基本的にオープンスペース。おまけに貸し切りだから、わたしたちから姿が見えなくても、スタッフはどこかに待機しているものと考えたほうがいい。拓馬はニコニコしていて、そんなことは気にしていないみたいだけど。

「今日はどうなさいますか？」

　ジェロさんがコーヒーのお代わりを注ぎながら聞いてくる。

「少しこの中を散歩して、あとは車で観光に行くよ。彼女は初めてだからね」

「今日は大晦日ですから、道路が混む可能性がありますね。夜に花火があります。昼間は大丈夫でしょう。楽しんでくださいね」

　ジェロさんが静かに去っていく。彼女は足音を一切たてない。




「わ！」

　鳥の声に和んでいたけれど、大自然には鳥だけがいるわけではないのだった。

「サル！」

　広い庭園をウロウロしていたら、三匹のサルに出会ってしまった。野生の猿なのだろうけれど、襲ってくる様子もなく、いなくなってしまった。

　庭に出て気がついたのは、そこら中にお供え物があること。物珍しいので、二人でしゃがみこんで眺めた。昨日は無かったけれど、あれは取り払ったあとだったのか。

　大きな葉っぱでお皿を作り、そこに花やちょっとした食べ物が乗っている。これがかなりの数で、

（これだけの数のお供え物を朝から作って、設置するだけでも大変だと思うけど。この中、実は何人いるんだろう？）

　本当に人を見かけないので、不安になるほどだ。二人で手を繋ぎ、歩いた。

　それに、邸内の散歩をするだけで一日が終わってしまうのではないかと思うくらい広いし、迷路のようだ。

　石の階段があって、木の橋があって、ところどころに東屋がある。屋根など無いのに床だけ敷いてあり、舞台のようになっている場所も。塔のような建物もあり、信仰の対象なのかな？　と思ったり。

　そして東屋はどこもかしこもきれいに掃き清められている。そこから川が見えたので腰かけた。

「あ……ちょっと……」

　抱き寄せられたので、押し返してしまった。拓馬は不思議そうな顔をしている。

「こんなところでイチャイチャはダメだよ。手を繋ぐくらいならいいけど。たぶん今朝のも、ジェロさんにはバレてたと思う」

「そんなの別にいいだろ。新婚カップルが朝からいちゃついてるなんて普通のことだからぜんぜん変になんて思われないだろうし、むしろ何もしてなかったら心配されるよ？」

「でもわたしたち、新婚カップルじゃないよ？」

「そういうことにしてるんだから、いいんだよ。それにそんなのどっちでもよくない？　今実際に、俺たち仲がいいんだし」

（それはまぁ、そうなんだけど）

　無邪気な感じで言われてしまうと言い返す言葉もなくて、わたしは立ち上がって歩き出した。拓馬のこの顔に、わたしは弱いのだ。

「じゃ、そろそろ出かける？」

　拓馬が言う。

「うん」

　せっかくなので外にも出てみたい。頷いた。




　ヴィラの入り口に、ここへ来るときに乗ってきたセダンが止まっていた。運転手さんも、同じ人。

　ジェロさんも一緒にいる。

「俺、運転してもいいけど」

　拓馬がジェロさんに言うと、

「今日は大晦日で、道路が混みますので、運転手をおつけします。名前はワヤンです。この者に言いつけてもらえればどこへでもご案内いたします。ついでに観光もされると良いかと」

　とジェロさん。

　地元の人が言うことには従ったほうがいいので、来た時のように二人で後部座席に乗り込んだ。

「今日は大晦日なので、ビーチ方面に行くのは難しいです。特にクタ方面へは交通規制がかかっています。ウブドの郊外を回られるのが良いかと思います」

「わかった。彼女は初めてなので、寺院やライステラスを眺められるところが良いかなと思うけど……。千尋、どう？」

「拓馬におまかせで……」

　ワヤンさんの案内に任せることにした。

　このヴィラの位置がよくわかっていなかったのだけど、ウブドの街からもさほど離れていない場所だったらしい。

「本当に、かなり混んでるな」

　ウブド周辺の通りは、車も多いけれど、人出も多かった。カフェや土産物屋が連なる観光客の多い場所にも、なにやらラッパの音が響いている。けして大きな通りではないが、かなり賑やかだ。ブブセラっていうのかな？　サッカーの試合でもやってるみたいな騒がしさ。

「いつもこうなんですか？」

　びっくりしてワヤンさんに尋ねた。

「いえ、この音は大晦日だからですね。普段は静かです。夜には花火もあるので、もっと賑やかになりますよ」

　車はそのまま郊外に出てしばらく走り、まずは世界遺産のテガラランのライステラスに案内された。絶景が見えるカフェがあるというので行ってみると、茅葺屋根がすごく素敵だった。観光客も多い。

「どうぞ、お二人で。こちらではランチもできますので、ごゆっくり」

　ワヤンさんも誘ったのだが、遠慮しているのか来ない。

（新婚さんって思われているからなぁ……）

　無理に誘うこともできないのでわたしたちだけでカフェに入ると、テーブルではなく座敷の席に案内された。そしてその席からは、美しい棚田──ライステラスが一望できた。

（きれい……）

　そのカフェでランチも済ませ、次はゴアガジャの遺跡を見に。ワヤンさんが腰巻を用意してくれていて、それを巻いて入った。寺院のため、必要だったらしい。

　ここにはわたしたち二人だけではなく、ワヤンさんも一緒に行った。お土産屋の路面店が賑やか。かなりインパクトのある石像の数々、洞窟。きっと定番スポットなのだろう、大勢の人。ワヤンさんに案内をしてもらい、初めてなので何を見ても物珍しく、南国らしい空の色や雲、空気、花の香りに癒された。

　大体見終わって、もう帰るのかなと思っていたら、

「この近くに案内したい、画家の家があります。ジェロさんにも言われています」

　と言われた。

「そういえばバリは、絵画が有名だったね」

　拓馬がつぶやき、わたしはというと、

（バリ絵画、確かアジアン風のインテリアで見たことがあるかも……）

　そんなことを思い出した。

　せっかくなのでワヤンさんについていくことにした。

　車は駐車場に置いたまま行くことになり、舗装されていない小道を十分も歩かないうちに、

「ここです」

　と、ワヤンさんが言う。

　家はまだ見えないが、道路から敷地に入ったようだ。南国らしい緑の濃い庭を進んでいくと二階建ての家があった。

（これは、このへんの、普通の民家なのかな？）

　二階建てで、柱は日本の古民家のように太いのだが、壁が殆ど無い。泥棒などいればすぐに入られてしまいそう。一階のテラスの奥で、絵を描いている男性が見えた。短髪で、年齢は五十代くらいだろうか。

　ワヤンさんが男性に声をかけた。バリ語なので内容はよくわからない。話はついていたようで、すぐに中に入れてくれた。

　一階の、その男性が絵を描いていた場所がアトリエ兼ギャラリーであるようだ。

　拓馬と二人、壁に飾られた絵を見て回る。その画家が描いているのは、よく見かける花鳥風月の土産物風ではなく、風景画でもなく、抽象画だった。そしてそれらの絵は、抽象的ではあるのだけどどこか宗教的でもあった。祈りが入っているような感じを受けたのだ。そんなことを思いながら眺めていると、ワヤンさんがわたしたちに意外なことを言った。

「画家のカデさんが、お二人の絵を描くと言っています。描いてもらいましょう」

「え、でも……」

「こちらの絵は、ヴィラのスタッフからお二人へ、祝福の気持ちを込めたプレゼントになりますので、ぜひ」

　そんな風に言われたら断れるわけもなく、画家のカデさんの指導のもとわたしたちは寄り添って立ち、カデさんはキャンバスに向かってしばしわたしたちを描いた。そしてしばらくすると、解放してくれた。

　ワヤンさんはカデさんと会話し、わたしたちに伝える。

「良かったですね。だいたいのスケッチが終わったそうです。このまま作成に入り、出来上がったらわたしがここに取りにくることになりました」

　ワヤンさんはにこにこしている。

「ありがとう」

　帰りは、来たときよりもさらに混んでいた。街には昼間よりも人が多く、爆竹の音も響いていてちょっと危険な感じがしたので、このままヴィラに戻ることにした。到着したらもう夜で、その日の晩は東屋に食事が用意してあった。

　ジェロさんの説明によると、アジアンテイストを加えた創作料理で、シェフはイタリアンが専門とのことだった。このヴィラは、ワインの種類もかなりのものなのだ、と説明を受けた。

「バリは世界各国からの観光客が多いから、シェフもけっこう揃ってるんだよ」

　拓馬はジェロさんの説明を補足するような感じでわたしに言う。いちおうビジネスのことも頭にあるみたい。

　わたしは拓馬と会話しつつ、お酒を飲みながら、美味しくゆっくり、食事をした。

　おまけに今日は、ガムランの楽隊もきている。五人だから小編成なのだと思うけれど、その独特で美しい響きに、脳みそがシュワシュワと洗われるような快感を覚えた。

「素敵だね。なんだかくらくらしてくるみたい」

「そうだね」

　お酒を飲みながら聞くガムランは、ちょっと麻薬的だなと思った。

　そのうちに、ドンドン、バンバンと大きな音が響くようになり、ちょうど食事も終わったのでヴィラの中で街に面したテラスへと移動した。すると花火が派手に上がっており、人々が盛り上がっている声が聞こえてきた。

「すごい！　花火大会みたい」

「日本だったら、そうだよな、これは花火大会だよな」

　花火を見ている拓馬の横顔が素敵で、ついつい盗み見をしてしまう。

「きれいだね……」

　つぶやくと、肩を抱かれた。

　そのうちにカウントガウンが始まって、ジェロさんとワヤンさんと、新年を迎えた。と、思っていたら……。

　びっくりした。なんと、いつのまにかジェロさんが二人いる！

　拓馬と二人で目を丸くしていると、実は双子だったんです、と教えてくれた。二十四時間対応の理由は、交代で用事を引き受けているからだったのだ。

「今はたまたま二人いますけれど、ふだんはひとりなので、どっちもジェロと呼んでください」

　確かに全く見分けがつかない。

「せっかくだから、みんなで写真を撮らないか？」

　拓馬が提案して、スマホのタイマーを使って、五人で写真を撮った。

（これが本当に新婚さんなら、記念になるんだろうけど……。でも、わたしたちはそうじゃないから……）

　楽しい瞬間のはずなのに、ふとそんなことを考えてしまう。どこか満たされないような、複雑な気持ち。

　それにしても、暑い国でこんな風に新年を迎えるとは思っていなかった。なんだか不思議。

（楽しいけど、幸せだけど。現実感がないな……）

　新しい年の中でそんな風に思っていると、

「あけましておめでとう。今年もよろしく」

　拓馬に笑顔で言われ、

「あけましておめでとう」

　とだけ、返した。







六・最後の夜








　旅行の予定は一週間。わたしと拓馬はめいっぱい、楽しんだ。

　新年が明けてからは、それほど街も混まなくなったから、拓馬の運転であちこちでかけた。

　お寺や、ビーチ、滝、山、プライベートプール、踊りやガムランも。そしてその間、きっちり毎晩、抱かれていた。

　楽しかった日々はあっという間に過ぎる。丸一日遊べる最後の日になった。

　数日いてわかったことは、清掃スタッフや調理のスタッフはちゃんと別にいて『夢のヴィラ』の雰囲気を壊さないように来ているということ。そのあたりはジェロさんに聞くことができた。ジェロさんにわたしが以前ホテルスタッフだったことを話したら興味を持ってくれて、いろいろ話しているうちに仲良くなれたのだ。

　ちなみにジェロさんは結婚しており、双子の妹はギリさんという名前であることも知った。ジェロさん曰く、ギリさんはジェロさんのお手伝いなので、存在を意識してもらわないために普段はお客さんに紹介しないのだ、と語っていた。

　そしてあのお供え物は、専門の人がすべて手作りで毎朝持ち込んでいるのだとか……。

　見慣れると、心が温まり神様を身近に感じる、すごく良い光景だなと思う。

（バリのこと、もっといろいろ調べてからくれば良かったな。本当に素敵。いつかきっと、また来よう）

　午前八時。今朝の朝食は、果物とコーヒーだけにしてもらった。昨夜、ごちそうを食べ過ぎてしまったから。

　拓馬はまだ眠っているから、まだ食事は運んでもらっていない。わたしだけ起きている。でもたぶんそろそろ、拓馬も起きるだろう。

　このバルコニーからの、バリの静かな朝の森の光景を見ながら食事をすると、それだけでとても満たされる。ときどき、サルもいて面白い。

（こういうところで暮らす、ってどんな感じなのかなぁ）

　何も知らずに来ているのに、なんだか懐かしいような感覚。バリは初めてだが、これまで海外旅行には何度も行っている。でもこんな気持ちになったことはなかった。

（拓馬と来ているから、かな……）

　明日は、日本に帰る。だから、もうお終いだ。わたしの中では、そう決めている。こんなこと長くは続けられない。きっとどうしようもないくらい、好きになりすぎてしまう。拓馬は男だから、違うのかもしれないけど。

「おはよう」

　拓馬が眠そうな顔で起きてきた。

「おはよう」

「シャワー浴びてくるよ」

「うん」

　ジェロさんに連絡し、朝食を運び込んでもらった。拓馬がテーブルに来るのに合わせて、ポットからコーヒーを淹れる。

　わたしは果物だけで良いけど、拓馬にはベーグルを添えた。すぐ近くのパン屋で作っているものだと、ジェロさんが教えてくれた。常に観光客が多い島だから、バリ島独特の食べ物だけではなく、パンなども各種揃っている。

（食べ物にバリエーションがあるというのは、良いね）

　わたしは今日は、クタへ行ったときに買ったベージュのワンピースを着ている。縫製は少し雑だったりもするのだが、体型にぴったりしすぎず、素材も薄く涼しいので、日本から持ってきた服よりもなぜかリラックスできる。サンダルも一緒に買ったビーチサンダル。これもリラックスできていい。海にも行き、すごく楽しかった。

「すごくきれいだ」

　拓馬がわたしを眺め、少し眩しそうに言った。拓馬はなぜかいつも、わたしを褒めてくれる。最初は抵抗があったけれど、言われ続けているうちに『もしかしたら自分は本当に可愛くてきれいなのかな？』という気がしてくるのが不思議だ。自己評価が少しずつ上がっている感じ。

「拓馬も毎日、カッコよすぎ」

　素敵な人というのは、何を着ても、何をしていても素敵なんだと思う。それに拓馬は不思議とどこにいても無理なくその場に馴染む人だ。けして悪目立ちはしない。

　今日の拓馬は、ハーフパンツにオフホワイトのシャツ。そこまでリラックスしすぎていない恰好だと思うけど、これはこれでしっくり。

「千尋から見てそうなら、うれしいよ。一雨、降ったみたいだな」

　明け方に激しい雨音がしていた。でも今は晴れて、緑が生き生きとしている。一気に降るけど、すぐにカラッと晴れる。

「今日は、どうしようか。けっこうあちこち回ったから、千尋がもう一度行ってみたいところでもいいし」

「そうしたら……。今日はもう、遠くには行かなくていい。わたし、この近くをぶらぶら散歩したいな」

　近くの街には、スパやちょっと買い物……くらいには出たけれど、そんなにじっくり歩き回っていなかった。

「よし、そうしよう」




　急ぐ必要もないので、お昼頃ゆっくり外に出た。ジェロさんが玄関で丁寧に見送りしてくれる。

　十分くらい歩いて、街に入った。街路樹に大きな実がなっていたり、日本の狛犬に似た彫像がお寺や邸宅にあったり、お店の前にあるガネーシャの置物も、初めて見る光景のはずなのにどこか懐かしい感じ。

　そんなウブドの街を、ぶんぶん走るバイクに気をつけながら、サンダルでぺたぺた歩きまわるのはそれだけで楽しい。

　日本の着物にも似合いそうな高級なカゴバッグ──アタバッグと呼ばれるもの──を、さんざん悩んだ末にひとつ購入した。というか、拓馬に買ってもらってしまった。自分で出すつもりだったのだけど、記念だからと……。少し大きめなもの。カゴの目が詰まっていて美しい。さっそく持ち歩きたくなり、持っていた布バッグを畳んでカゴバッグに入れ、入れ替えた。

「似合うよ」

　拓馬が微笑んでる。

「ありがとう。大事にするね」

　店員さんは、『これは、一生使えるバッグです』と言っていた。

（ほんとうにたぶん、一生大事にするんだろうな。拓馬と仲良くした思い出に……）

　ひとつくらいは、思い出に残る品があってもいい。

　今日は頭からつま先まで、バリで買ったものでコーディネートしているから、バッグ屋の鏡で全身を映してみたとき、自分でもすごく似合うと思った。

（うれしい！）

　ウキウキしてきた。歩いていると、拓馬が手を繋いでくれるのもうれしい。デートしてる、って感じがする。

「拓馬にも何かプレゼントしたい」

　そう言うと、じゃあ何がいいかなぁ……ということになり、さらにぶらぶら。とある店先で、ふと立ち止まった。

　ちょっと、裏通り。間口の小さい店で、おじいさんがひとりで作業をしている。手元を見ていると、銀細工を作っているのがわかった。

「シルバーのショップだね。ちょっと入ってみようか」

　拓馬が興味を示し、二人で入った。商品の数は多くはなかったけれど、ひとつひとつの細工がすごく細かくて繊細で、素敵だった。男性用の品物はリングが多くて、そのうちのひとつを拓馬が気に入った。

「じゃ、それにしよう」

　わたしたちが話しているとおじいさんが立ち上がって、奥の方から同じデザインのリングを取り出した。それをわたしの左手の薬指にはめ、拓馬のリングも、薬指にぴったりのものを探してきた。拓馬の指にもはめて、満足そうな笑顔でにこにこしている。

「でも、拓馬のだけでいいよね……」

　わたしがつぶやくと、

「せっかく探してくれたんだから、二つ買おうよ」

　拓馬もにこにこしている。店の中で微妙な顔をしているのは、たぶんわたしだけ。

（この雰囲気は、買わなきゃだめだよね）

　職人のおじいさんが目の前にいるのだもの。それにとてもすてきな細工だし、わたしだってもちろん……欲しくないってわけじゃないけど……。

（でもでもこれって、結婚指輪みたいじゃん！　ってうかこのおじいさんは完全にそう思ってるよね）

　迷っていると、拓馬がカードで支払いをしようとし始めたので、慌ててわたしもカードを出した。するとおじいさんはわたしに向かってダメだよ、のサインをする。

　あまり英語を話してくれないのでわからないが、要するに結婚指輪なんだから彼に買ってもらいなさい、と言ってる感じ。

（違うの！　これはわたしがプレゼントするの！）

　そう思ったけれど、雰囲気が……。結局、わたしと拓馬は二人で薬指に指輪をはめ、にこにこ顔のおじいさんに店の外まで見送られた。

「バリにお店を出す、というのも良いね。色石の需要は、どんなもんだろうな……」

　拓馬がつぶやいた。にこにこしながら、けっこうビジネスのことも考えているんだなと思う。わたしなんかは、拓馬といるとそういうことがすっぽり頭から抜けてしまうんだけど……。

　可愛いバッグを持って、おそろいの指輪をつけて、手を繋いで歩いているなんて、どっからどうみても新婚旅行の人だろう。違うんです、といくら言い張ってもきっと取り合ってもらえない。第一、毎晩あれほど……南国の、これ以上ないロマンチックなロケーションの中で愛し合っていて……。

（これでその気にならない女性がいたら見てみたいよ）

　わたしはぼーっとしながら歩いていた。

「そろそろ晩ごはんにしようか。お腹空いたね」

　拓馬が立ち止まったのは香港料理の店の前。

「どう？　こことか」

「うん、良さそう」

　ここ数日で、バリらしい料理も食べていたし、最後の夜が中華というのは悪くない、と思った。

　インテリアはシンプルですっきりしていて、いかにも中華という感じではなく、雰囲気はカジュアル。

　麺が食べたくなったので、メインをエビのワンタン麺にして、小皿をいくつか選んだ。はちみつをたっぷり塗ってローストしたチャーシューや、空心菜を炒めたもの、大根餅。どれもシンプルだけどとても美味しい。

　その店を出ると、もうすっかり暗くなっている。手を繋いで坂を下り、バーに入った。そこは小さな店で、観光客は多くなく、メニューがバリ語で書かれていたので読めなかった。拓馬はビールを頼んだけれど、わたしは近くのテーブルの人が飲んでいた緑色のカクテルを、自分もそれ、と頼んで持ってきてもらった。

　これが……美味しいので、ナッツをおつまみについ何杯も飲んでしまった。でもかなり強いお酒だったみたい……。

（あー、なんか幸せだなぁ）

　拓馬の顔を見ながら。ふざけて、テーブルの上で手を握り合いながら……。ふと、強くそう感じてしまった。

　日本に帰って、拓馬にもう会えなくなっても、わたしはこの夜の、この瞬間のことをきっと一生忘れない──。

　たぶん、何年経っても、年を取っても、おばあちゃんになっても。

　若くて幸せで、素敵な人と愛し合った記憶は、きっと消えない。心の中の宝石箱にしまって、時折思い出したりするだろう。

「そろそろ、ヴィラに戻ろうか」

　わたしは頷いた。帰り道、歩きながら、わたしたちは立ち止まって何度もキスをした。




　その晩、ベッドの上で向かい合ったとき、

（本当にこれで最後だな）

　と思った。

　そうする、と決めた。

　ぐらぐら、ずるずる、じゃなくて、きちんとしたい。

（日本に帰ったら、もう二度と会わない。遊べる女じゃなくて、ごめんなさい）

　わたしはしょせん、アルバイトだ。ただちょっと、英語が話せるくらいの。だから、代わりはいくらでもいるだろう。

（寂しいけど……）

　あまり考えすぎると悲しくなってしまいそうで、吹き飛ばすために、わたしはぎゅっと拓馬に抱きついた。

「どうしたの？　うれしいけど……」

　拓馬には何ひとつ、陰りはない。わたしを抱きしめてくれる。

　シャワーを浴びて、お互い、ガウン姿。

　ふと、聞いてみた。

「ねえ、最初のとき、なんでわたしとこうなったの？」

　最終的には、わたしが酔ってぐいぐい行ったからだとは思うけれど、それにしたって全員とこうなるわけではあるまい。

「なんでって。実は、面接したときから可愛いなと思ってたんだよね」

　初めて会った時のことを、思い出してくれている感じ。

「うそ。わたしそんなに可愛くないよ」

「他の男は知らないけれど、俺から見たら千尋はすごく可愛いよ。それに、一緒に仕事をするようになって、すごくしっかりしていて真面目で、気遣いのある女性だなって感じたし。まぁでも決定的だったのは、あれだな。ウェディングドレス……」

「え？」

　あんな、恥ずかしい姿。たぶんサイズもきちんとは合ってなかったのに……。

「あれを見たとき、頭をガーンとやられた感じがしたよね。衝撃的でさ。俺、ちょっと挙動不審になっていたかもしれないな」

　そうだとしても、わたしのほうがよっぽど挙動不審だったと思うから、気がつかなかった。

「そうなの？」

「でも自分でも意外ではあるんだよ。女の子のウェディングドレス姿にあんなに感動するなんてさ……」

「結婚に興味、ないのにね」

「うん、そうなんだ。最悪なパターンを見て育ったろ？　もうぜんぜん興味ないなぁ……って常々思ってたのに、なんでかなぁって。そういえば千尋はどうなの？　あまり結婚に興味ないって言ってたけど、ウェディングドレスとかは」

　わたしはちょっと考えた。

「確かに、ウェディングドレスのこととか、あの日まで考えたことがなかったんだけど。目の前で見たら、なんだかムクムクと着てみたくなっちゃったの。それは、我ながら不思議」

「そうなんだ」

「ウェディングドレスって、何か魔力みたいなものを持っているのかもしれないよね」

「魔力かぁ。そうかもしれないな……」

　ぎゅう。

　抱きついた腕に、ちょっと力を込めてみる。

「千尋」

　すっ……と体を離されたかと思うと名前を呼ばれ、手が伸びてきて頬を挟まれた。

「可愛い。好きだよ」

　少し顔が赤い。真剣な眼差しにドキドキした。

（好き、って初めて言ってくれたかも……）

「千尋は？」

　うながされ、

「わたしも……」

　小さく答えた。

「千尋……」

　もう一度名前を呼ばれ、顔が近づいてくる。啄ばむように、何度もキスされた。頬にあった手が下がり、肩を撫で、腕をさする。

　だんだん、キスが深くなる。

「んっ……ふ……」

　唇の合わせ目を舐められ、ふわっと開けると、舌が滑り込んでくる。ここ数日で覚えたことのひとつは、キスはすごく気持ちいいってこと。舌を絡めると、まとわりついてくる感覚が、すごくいやらしくて、でも気持ちいい……。

　目を閉じ、流れに任せる。川に沈む『オフィーリア』を思い出す。あの絵は……悲しい場面を切り取ったものだけど……幻想的で、たくさんの花と共に美しい川に沈んでいく様子は、どこか幸せな悪夢のようだと思う。

（幸せな悪夢って、こんな感じ……？）

　明日別れたら、もう二度と会えない、会わない……。そう思いながら、これ以上ない素敵な場所──バリ島のヴィラの、天蓋付きのベッドの中で、最後のセックスをする……。

（いっぱい、落っこちたい。愛し合いたい）

「ん…ふぁ……あ……」

　熱い舌が口腔をゆっくりねぶるように、這いまわる。拓馬の首に手を回す。じゅる、と音がする。唾液が零れる。男人のほうが舌が厚いんだ、ということも、拓馬とキスして初めて知った気がする。

（わたし、これまで何をしてたんだろう？）

　いちおう、過去、二人と経験した。でも、あんなのしたうちに入らないよ、と今は思う。これを知ってしまったら……。

（わたしもう、後戻り、できない……）

「あーもう、ヤバい。俺どんどん、我慢がきかなくなってる……。興奮しすぎて、手荒になっちゃったらごめん……」

　拓馬が言い、ガウンが腕から抜かれ、組み敷かれた。露わになった左胸にむしゃぶりつき、吸い付くように舐める。

「や、あ、あぁぁんっ」

　キスですでに敏感になっていた先端をいきなり責められたから、体をひねって逃げようとしたけれど、拓馬の舌は執拗に追いかけてきて、硬くなっている乳首をぎゅっと舌で押しつぶしてきた。

「あんっ……」

　刺激で、下腹部があっという間に沸騰してくる。慣れてくる、ってこういうことなんだろうと思う。拓馬の愛撫を体が覚えてしまい、すぐ反応するようになってしまった。

　両脚を割られ間に拓馬がいるけれど、その体勢のまま、ぐいっと太腿に固いモノを押し付けられた。

（拓馬も、もうガチガチになってる……）

「ああもう、こんなに濡れてる」

　拓馬の指先が蜜壺に沈む。ぐっと奥まで差し込まれ、う、となって足先が軽く浮いてしまう。それをさらに煽るようにかき混ぜられる。びちゃ、ぬちゅ、と水音がする。わたしはとても滑らかになっていて──。熱くて……。もう拓馬を受け入れたくて、仕方なくなってる。

「すごいな。俺が淫乱にしちゃったかなぁ」

　拓馬はくすっと笑った。とてもうれしそうに。

「早く……ちょうだい。もう、欲しいの……」

　降参だ。その通りだと思った。

「せっかちだな。もっと責めたいのに」

「お願い。焦らさないで……」

　お腹の奥。膣の奥。たぶん、子宮の入り口──が、もうすでに拓馬を求めて、きゅんきゅん収縮している。わたしは今、体が求める言葉しか、しゃべれない。

「お願い、早く……」

「全く。そんなに欲しいの……？」

　甘いけど、意地悪な表情。

「欲しい……」

　下から縋りついて甘えると、拓馬が避妊具を取り出してつけた。

「じゃ、入れるよ」

　拓馬のものも、これ以上ないほど怒張してガチガチに固い。そんな大きなモノが、ぐじょぐじょに濡れた花びらをかきわけ、膣壁を押し開き、入り込んでくる──。

「あぁぁ……」

　必死に呼吸しながら、受け入れる。体にしっかりと、埋め込まれる。

「すごい……ぴったり……。もう俺の形になったね。あ……やばい。中がとろとろしてて、むちゃくちゃ気持ちいい……」

　ぴたりと塞がれ、埋まると、欲しかったものが入り完全になったような気がするけど。

「や……あ……気持ちいい」

　その先の気持ちよさを知っているから──。腰を上げ、淫らに揺らしてみた。

「なんだよ……誘ってんの？　そんなことされたら、むちゃくちゃ犯したくなる……」

　拓馬が喘ぐように言い、突き刺された欲情が一瞬引き抜かれ──。次に、さらに深く打ち込まれた。

「あ、あぁぁっ」

　さらに数度、深く奥まで打ち付けられ、これ以上無理……な場所まで届いてしまった。そのままゆさゆさと揺さぶられる。

「あ、あ、あああああ！」

　ぎゅうぎゅうと奥が縮む。全身を貫く快感──。ひくついている。足がバタつく。

「あぁぁぁぁぁっ」

「やれって言ったの、そっちだよ」

　拓馬が耳元で囁く。

「短期間でずいぶん、成長しちゃったね……」

　嵌めたまま、拓馬が仰向けになる。わたしはゆっくり、腰を上下させた。

「あぁ……すごくいい」

「あんっ……あ、あぁ……」

　ガチガチの大きなモノを自由に扱い、自分の中の気持ちいい場所へと導く。当たると……そこに、何度も、何度も、何度も。

「んっ、んっ、んっ」

「そこ、いいの？」

　拓馬も腰を突き上げ、えぐるように刺激してくる。

「あんっ！」

　ビクン、と奥が跳ね返った。そのまま何度が痙攣する。すぐに動けなくなり、しばらくじっとしていると、

「ちょっとイッちゃった？　そういうわがままな子は、お仕置きだな……」

　拓馬が言い、一瞬モノが抜かれ、押し倒され、ひっくり返された。背後から伸びてきた手に、胸を荒っぽく揉みしだかれる。

「や、あ、あっ……」

　たぶん、体を合わせ始めた最初の頃は、こういうのは痛かったんだろう。でも今は、拓馬に何をされても、痛くない。それよりも、気持ちよさが勝ってしまう。

　いやらしい角度で腰を上げさせられると、ツーっと蜜が太腿を流れた。溢れるほど濡れている……。指が蜜壺に差し込まれた。ぬちゅぬちゅ音をたて、動かす。

「すごいね……どんどん溢れてくるよ」

（わたし、反応が良すぎる……）

「やっ。見ないで……」

　お尻を突き出すような恰好をさせられて、秘部をじっくりと眺められるのは、さすがに恥ずかしい。

「ひっ。い、イヤ……」

「こっちからまだ、入れてないじゃん？」

　背後から、熱いモノが押し当てられる。そのまま壁を広げるように、押し入れられ、ゆっくりと出し入れされた。

「あ、ああぁぁぁっ」

　うつぶせになり、シーツに顔を押し付けながら、受け入れる。奥にあるぬめりが入り口から溢れ、じゅぶっじゅぶっといやらしい音をたてている。

（あ……なんか……当たるところが、ちがうぅ。気持ちいいっ……）

　わたしを自由に動けなくしておいて、拓馬はぐるっと回したり、角度を変えたり、背中をぺろりと舐めてみたり、やりたい放題をしていた。

「や、あ、あぁぁん」

　苦しいほどの快感から逃げられなくて泣き声を上げると、

「そういう声聞くとますますいじめたくなっちゃうんですけど？」

　といたずらっぽく言いながら、接合部を指で触れた。

「……っ、い、いやぁっ、そこは」

　ぐっと奥まで押し込みながら、拓馬の右腕が前に回り、脚の付け根で溢れる蜜に指を絡ませ、花芯の両サイドからじわじわ責めるように弄り始めた。

「ひぁっ、ん、ん、や、やめてぇっ」

「奥と前、両方でイカせてあげる」

「や、あ、そんなことしないでぇっ……」

「なんで？　気持ちいいことしてあげてるのに」

　花芯をいじりながら突き上げられ、わたしはひとたまりもなく達した。

「あ、あ、あああぁぁぁぁ、や、あ、あぁぁぁぁぁ──っ」

　奥が裏返るようなひくつきと、収縮。これまでと違う達し方に、わたしの体は耐えられず崩れた。

「可愛いよ、千尋。すっごく可愛い。ああ、千尋の中、気持ちいい。俺も……うぅっ……」

　拓馬は崩れたわたしの体に覆いかぶさり、そのまま突き上げ続け──。生温かいものが体内で、放たれた……。




　朝食が済み、荷造りをしていると、ジェロさんと双子のギリさん、そしてワヤンさんがやってきた。大きな包みを持っている。

「こちら、ヴィラのスタッフよりお二人への贈り物になります。先日、カデさんに描いてもらった絵です。どうぞお納めください」

　ジェロさんが代表して、拓馬に手渡してくれた。絵は簡易的な包装ですぐにみられるようになっていたから、開けてみた。

「わぁっ」

　思わず、その場にいたみんなから声が出た。

　わたしと拓馬も、声もなく見入った。

　二人が寄り添って並んでいる肖像画だ。背景はバリの森で、鳥とサルも描かれている。理由もないのに吸い寄せられてしまうような、不思議な魅力を受ける。

　見た瞬間、二人が寄り添っている姿の絵はとてもうれしい、と感じたけれど……でも、正直なところ、わたしはコメントに困ってしまった。だって……わたしたちは本当の夫婦じゃないんだから。でも、みんながわたしたちを見ているので、

「すごい。素敵ですね」

　とりあえず、そう言った。

「こちらにの絵には、お二人の永遠の幸せのための御祈祷を入れています。ぜひ、新居に飾ってください」

「御祈祷？」

　びっくりして問い返すと、

「はい。わたしの伯母が故郷の村では一番のバリアンと言われておりまして、その伯母に祈祷を頼みました。この祈祷をしてもらった夫婦は、みんなが幸せに暮らしています。別れたものはおりません。どうぞ一生、幸せに添い遂げてください。ご出立、お名残り惜しいです。そしてまた必ずお二人で、このヴィラにお越しください。お待ちしております」

　バリアンというのは、バリの祈祷師の名称であると、そのときに聞いた。いろんな不思議文化が根付いてる島なのだな、と思った。

（それは、それでいい。いいけれど……。でも……。わたしたちは……違うのに）

　三人が出て行き、二人きりになり、荷造りも大体終わった。

「これ、どうやって持って帰ろうかな。スーツケースには入らないし」

　絵を見て悩んでいる拓馬に、わたしは思わず言った。

「ねえ、拓馬。これは、ここに置いていこうよ」

「ん？　どうして？」

　拓馬は、意外そうな顔。

「だってわたしたち、夫婦じゃないもの。それなのに、みんなに嘘をついて、こんなに気を使ってもらっちゃって。申し訳ないし。でも、本当のことを言ったら、それはそれできっと面倒なことになっていたと思うし……。この絵は結婚の記念にってプレゼントしてくれたんだと思うけど、御祈祷が入っているようなものを夫婦でもないわたしたちが日本に持ち帰っちゃいけないと思うの。だから、置手紙と一緒に、この部屋に置いていこう。……この部屋ではわたしたち、夫婦だったと思うから、それは嘘じゃないからいいと思うの。でも日本に持ち帰ったら、何もかも嘘になっちゃう」

　そう言いながら、本当は涙が出そうだった。でも、こらえた。ここで泣いちゃいけない。絶対に。

　わたしはノートをやぶいて、ジェロさんたちへの手紙を書いた。本当は夫婦じゃなかったけど、すごくよくしてもらえて、この旅行はとても楽しかった、と。そしてそんな事情なので、絵は置いてゆきます、と。

　拓馬は何か言いたげだったけれど、黙っていた。

　時間がきて、車の用意ができたとワヤンさんが迎えに来て。わたしたちはヴィラを後にした。







七・夢のあとに








　いくら東京といえども、冬は寒い。やっぱりこたつが一番だ。

　スマホで求人情報を眺めながら、こたつむりになって、寝たり起きたり。本当にだらしない生活をしている。

　あれから二週間が過ぎて。いろいろあったけれど……今はなんとか落ち着いた。

（だってわたし、無理だったもの。仕方ないよ）

　本来であれば、いきなり仕事をやめるなんてやってはいけないことだ。それくらいはわかっている。でも、わたしは臨時のアルバイトだったし、社長との関係で不備が起こったのだから、この場合は許してもらえると思う。

（吉村さんには悪いことしちゃったなぁ。ちゃんと英語の電話、受けられてるかなぁ）

　過ぎたのはたった二週間なのに、拓馬との間に起こったすべてのことは、もう遠い夢の中の出来事のようだ。

　部屋の片隅にちょこんと置かれたアタバッグを見るたび、あれは夢じゃなかったんだなぁ、とは思うけど。

　日本に帰国し、その日の晩に、まずは拓馬にアルバイトを辞める、とメールで伝えた。拓馬は驚いていた。当然理由も聞かれたので、正直に答えた。

『体の関係を持ってしまった人と働くのは、もう、無理です』と。だって、無理だったんだもの。

　拓馬は、わたしとのつき合いは続けたいと思っていたらしい。メールに書いてあった。けれど、わたしはきっぱり断った。もう会わない、連絡もしない、と伝えた。

　わたしと拓馬は同じじゃない。男女の関係を割り切れない。

　もしかしたらそれは、女だからかもしれない。何度も何度も抱かれて割り切れるほど、わたしは強い人間じゃない。

　わたしは自分のことをこれほど女だと実感したことはない。拓馬と過ごしていた間、ずっと気持ちがぐらぐらしていた。体と一緒に、気持ちまで持っていかれてしまう恐怖があった。

　でも、わたしは拓馬が結婚を忌避する気持ちもわかる。拓馬の考えを尊重したい。だから、もう会わないのだ。ずっと一緒にいたら、きっとわたしは欲張りになって、拓馬の気持ちを尊重しきれなくなってしまうから……。

　それはそうと。孤独には慣れているとはいえ、一人暮らしの夕暮れはたまに寂しい気持ちになる。冬は日が落ちるのが早いから、余計に……。

（はぁ……。ひとり鍋でもしようかな）

　スーパーにでも行こうと腰を上げかけたとき、スマホが震えた。電話だ。

（あ。圭介だ）

　紹介してくれた圭介には、仕事をやめたことを報告しなければとは思っていた。でもどう説明していいかわからなくて、伸び伸びになっていた。

（どうしよう……でも、話さなきゃ）

「はい」

　覚悟しつつ電話に出ると。

『あ、千尋？』

　電話越しに聞こえたのは、圭介ではなく、香菜の声だった。というか、スピーカーだと思う。

『お。千尋、元気か？』

　今度は圭介の声だ。

「元気……だけど」

　そう答えると、

『うんうん。なら、良かった』

『うん、良かった』

　二人が口々に言う。なんだか微妙な空気。

「あの……わたし、圭介に報告しなきゃいけないことがあって」

　そこまでいうと、

『あー』

　圭介が声を出した。

「えっと……」

　わたしも口籠る。これは、もしかして。

『えっとさ。うん、実は拓馬から連絡がきて、ちょっと聞いたんだけど……。それで、俺はすんげえびっくりしたんだけど……。香菜が、これはちゃんと千尋にも聞いてみるべきだ、って……だから、千尋の口からも、状況を知らせて欲しいなって、思ってさ……』

「ええと……」

（どうしよう……）

　どう説明するべきか混乱しながらも、

（でもいつか、この話は、しなきゃならないんだよな……）

　そう思ったので、わたしは大体のところを説明した。

　拓馬を素敵だと思ったこと、そういう関係になってしまったこと、一緒にバリ島に行ったこと。でも拓馬は結婚するつもりがないし、それなのに一緒にいるのがだんだんつらくなったこと。

「わたしも、拓馬の気持ちはわかるし、自分もそんなに結婚願望がないほうだから、それでもいいと思ったの。でもなんか、違うんだよね……つらくなってきて」

『バリ島！　それは思い切ったねえ、千尋』

　香菜なんかは、妙なところで感心している。わたしの話をちゃんと聞いてるのか聞いていないのか。

（香菜、無邪気だからなぁ……）

　圭介が答えた。

『なるほど。うん、話はわかった。あー、うん。確かにね、あいつ、超複雑な家庭で育ってるだろ……だから、俺みたいに単純じゃないからさ……でもさ、そうはいっても、あいつもすごい落ち込んでて……あいつは基本的にはすごくいいやつだからさ……うーん』

『でもさ、そんなのやっぱりダメじゃん！　千尋が正しいよ。そんな人に構ってたら、人生がおかしくなっちゃうよ』

『だからさ、香菜、そう言うなって。世の中、みんなお前みたく単純じゃねえんだよ！』

『なによ、圭介だって超単純なくせに！　人に言える？』

「ちょっと、夫婦喧嘩はやめてよね！　別に二人が揉める必要ないから！」

　わたしが怒ると、さすがに二人は言い合いをやめた。

『とにかく、そういうことなんだよ。俺の顔を立てると思って、あいつと一度、会ってくんないかな？　どうしても千尋と会って話したいっていうんだよ。でも、自分がそう言っても、会ってくれない、って。俺も立ち会えればいいんだけど、大阪だからさ、行けなくて申し訳ないんだけど……ダメかなぁ』

　圭介にそう言われてしまうと、紹介してもらった経緯もあるし、断りづらい。それに、確かに最後に一度くらいは会っても良いのかもしれないと思う。

「……うん、わかった、会うよ」

『そうか、ありがとう！』

　そのあと少し香菜とも話して、電話を切った。




　拓馬から連絡が来たのは、その日の晩だった。次の日の夕方、会うことになった。仕事終わりだからということで、六本木で待ち合わせ。

　わたしが地下鉄で到着すると、もう改札のところにいた。スーツ姿。何度見てもドキドキしてしまう、スラっとした立ち姿で、柱の側にいる。

（久しぶりだな。スーツ姿も、しみじみカッコいいな……）

　胸の奥がぎゅっと縮むように、寂しさを感じた。

　わたしは仕事ではないので、お出かけ着。これが最後だから、なるべくきれいな姿で会いたいな……と思って、お気に入りの水色のワンピースを着てきた。それに、ベージュのコート。足元は黒のロングブーツ。

（これなら、スーツ姿の拓馬と一緒にいても見劣りしないかな？）

　拓馬が素早く近づいてくる。

「千尋、来てくれてありがとう」

「いいえ、わたしこそ……なんだか、ごめんなさい」

　駅から出てすぐ、タクシーに乗せられた。どこに行くのかな？　と思ったけれど、そこまで遠くもなく、降りたのは三田の、拓馬のマンションのあたり。

（あ）

　ちょっと戸惑っていると、

「大丈夫、襲ったりしないから。見せたいものがあるんだ」

　そう言われ、エレベーターで最上階へ。

　あのときは夢中で、あまりちゃんと覚えていなくて、帰りも慌てていたので、記憶が曖昧なのだ。

（こんな部屋だったかな？）

　でも、玄関の中に入ったら少し思い出した。

（そうだ、こんな感じだった。照明のデザインがミッドセンチュリーな雰囲気で、素敵だなって思ったんだっけ）

　そんなことを思いながら、案内されてリビング入ると。

「あ。これ……」

　驚いて、見入ってしまった。

　バリで、画家のカデさんに描いてもらった二人の肖像画だった。

　バリの森をバックに、仲良く寄り添う二人。サルと、鳥と共に。

（そして、バリアンの御祈祷入り！）

「これ、どうしたの？　どうしてここにあるの？」

　拓馬はふうっ、とため息をつき、

「あのとき俺はあの書置きをこっそり捨てたんだ。そしてジェロさんに、この絵を後から俺の家に送ってもらうように頼んだ」

「え。なんで」

「千尋はああ言ったけど、俺は置いていくのが嫌だったんだよ。ただそれだけ」

「でも……」

「あと、これ」

　手を見せられた。

「あ」

　あのときお揃いで作ってもらった、シルバーの指輪だった。左手の薬指にはまってる。

「俺、これ、毎日ずっとしてたんだよ……」

　泣きそうな、悲しそうな表情。拓馬がこんな顔をするのを、初めて見た。

　わたしは少しの間それをじっと見ていて──。バッグの中のポーチから指輪を取り出し、自分の手のひらに乗せて見せた。

「わたしもずっと、持ち歩いていたの……」

　この、シルバーの指輪。どうしたらいいかわからず、でも指に嵌めるのもなんだかつらくて──でも手放せず、わたしは常に持っていたのだった。

　指輪を見た拓馬の表情がパッと明るくなった。そして、その指輪をわたしの薬指にそっと嵌めてくれた。

「あの……。これを持ち歩いてくれてたってことは……。俺のこと、嫌い、じゃないよね」

「嫌いなわけ、ないでしょ」

「本当に？　だったら俺、この絵の前で、伝えたいことがある。聞いて欲しい」

「うん」

　二人で、リビングのソファに並んで座った。真正面が、あの絵。

「俺、こんなに誰かを必要だと思ったことがないんだ。そういう感覚が無かった。なんていうかその……女性に対して肉体的な欲求はあっても、精神的な欲求が無かったっていうか。それはたぶん、やっぱり親のことがあったから……だから相手から来られれば、たまにはいいかな、くらいの感じだったんだ。正直なところ、それで不自由したこともなかったし」

（だろうなぁ……）

　わたしが黙って頷くと、

「でも、千尋のことは最初から可愛いな、と思った。圭介から話を聞いて、好感というか、きっといい子なんだろうなとは思っていたけど、会ったらさらに良かったというか、好きになった。でもそのときはまだ、そこまで深くは考えていなかった。それが、文香の件で近づいて、ウェディングドレス姿を見て──。俺、自分がああいう風にドキドキしたりってこと、想像もしたことなかった。実際に、そんなことはそれまで無かったんだ。でも、やっぱり自分から迫っていくとか、そういうことは……何しろ、そういう習慣がなかったからね。でも千尋の方で、俺に近づいてくれて、ああなって、それからは──。もう、歯止めがかからなくなってしまった」

　黙って聞いてはいたものの、

（そんなに？　わたし、そこまで思ってもらえるような女かなぁ）

　そう思った。でも、やっぱりうれしくて。

「恋をしたんだ、と思う。たぶん、初めてだったんだ。だから順番がもう、めちゃめちゃで、結婚観も、ずれてて。でもやっと、圭介とかの気持ちがわかったっていうか……」

　拓馬がわたしを正面から見つめた。真剣な表情。

「千尋、俺と結婚してください。わかったんだ。俺は千尋とじゃなかったらきっと一生結婚しない。そして、千尋ともしも別れるようなことがあったら、たぶん一生再婚しない、というかできない。だから……」

　胸が熱くなって、こみあげてきて、わたしはぎゅっと拓馬に抱きついた。

「わたしからもお願い。結婚して！　わたしも本当は離れたくなんかなかった。一緒にいたかった。会いたいのを我慢していたんだよ。でも拓馬の気持ちを尊重しなきゃと思ってた。だから、拓馬がそう言ってくれるなら、わたしとずっと一緒にいたい、って思ってくれるなら、わたしも拓馬と、ずっとずっと一緒にいたい！　わたしは拓馬に、悲しい思いはさせない。不幸な結婚にはしない。拓馬を守って、幸せにする。つまんないけど、真面目な女なの。だから。結婚して……」

　わたしはいつのまにか泣き出していた。

「ありがとう千尋、うれしいよ。うん、絶対、幸せになろう。俺の方でも、千尋をたくさん幸せにするようにがんばるから。好きだよ、愛してる。千尋……」

「わたしも愛してる。ずっとずっと、一緒にいようね。大好きだよ、拓馬……」

　拓馬がぎゅっと抱きしめてくれて、わたしたちはしばらくの間、ずっとそうしていて。もう、何も考えられなくなるくらい、すごくすごく、幸せだった──。




　一緒にシャワーを浴びて、手を繋いで、裸足のままベッドルームへ。身に着けているのはお互いにガウンだけ。プロのクリーニングサービスが入っている拓馬の部屋は、どこもかしこも清潔だ。

　オフホワイトでまとめられたベッドリネン。バスルームの中でも、歩いて来る時も、何度も何度もキスを繰り返していて──わたしと拓馬はそのままベッドに倒れこんだ。拓馬の体がわたしの両脚の間にある。上から見つめられる。

「他には何もいらないな。こうして、千尋と一緒にいられたら」

「わたしもだよ、拓馬……」

　言葉尻をキスで奪われる。

「千尋……。俺の千尋……俺だけの……」

　優しく、甘い声音。

「んっ……」

　大きな窓の向こうに月が見える。ガウンははだけて、わたしの裸体がさらされ、都心の明るさと月にうっすらと照らされる。

「きれいだ……」

　重なる唇が熱を帯びていく。掠れた声、甘い瞳。ゆっくりとわたしの頭を何度も撫でる、温かい手。わたしも拓馬の肩に手を伸ばし、引き寄せるように抱きついた。

「可愛いよ、千尋。もう俺、千尋がいないのはぜったいに無理……」

「拓馬も、わたしだけのものだからね？」

　名前を呼ばれるだけで、うれしくて、なんだか泣きたくなる。さっきも泣いていて、泣き止んだばかりなのに。

「もちろん、そうだよ。俺は、千尋のもの……」

　指先で頬を撫でられた。そんなことされたら涙が零れそう。体の中の水分がすべて外に出ようとしているみたい……。

　柔らかく重ねられるキスは、甘さと切なさとこの上ない喜びをさらに増幅させてしまう。

（幸せ……。こんな幸せがこの世にあるなんて……）

「いっぱい、愛したい……」

　首筋にキスが降りてくる。

「ん……」

　幸せのため息が、口から洩れる。

　ちょっとくすぐったくて、それでいて体の奥まで電流が走るようなキス。そして指先が胸元をなぞる。甘く切ない感覚が沸き起こり、嫌じゃないのに、つい体を捩ってしまう。

　わたしの体を確かめるかのように拓馬の手のひらが胸や肩やお腹を這いまわる。触れられる部位には関係なく、胸の頂が固くなり、膣奥が蜜で溢れそうになっているのを感じる。

「可愛いよ……やばい、俺、千尋のこと、めちゃめちゃにしたいくらい、愛してる……」

　目を開けると、拓馬の顔があって、拓馬の目もどこか潤んでいた。

　拓馬がわたしの胸に顔を埋めた。

「やっ……」

　くすぐったい。つい笑ってしまうと、次は両手で乳房を持ち上げ、左胸の頂に唇が寄せられた。

「あ、あ……」

「もう、勃ってるね。期待してたの……？」

　ちょっと意地悪な感じで言われ、喘いだ。

（だってもう……何度も何度もキスをされて……撫でられるから……）

　下腹部が熱くなっている。すでに蜜が……膣壁を潤しながら、降りてきているのがわかる。我慢しているのに、入り口付近がぬるぬるしてしまっている。

「ねえ。どうなの……？」

　拓馬がそう言いながら、乳首に唇を押し当ててきた。恥ずかしいほどに屹立した乳首の先端をつつかれ、さらに根元から扱くように、音を立ててしゃぶられた。

「やっ、ああんっ……」

　声が漏れてしまう。嫌じゃなくて、もっとして欲しいのだけど、つい嫌と言ってしまうのはなぜだろう？

「恥ずかしがらないで。もっと、して欲しいだろ……？」

　唇で乳首を挟まれ、転がされ……そんな愛撫が続く。先端から体の奥へと、何度も快感が鋭く走る。

「もっとして欲しいって、言えよ……」

「あ、や……ぁ」

　ちゅっと音を立てて胸の先端を吸われた。切ない快感に腰が跳ね、ビクビクとお腹の奥が痙攣した。

「胸を舐めただけなのに、軽くイっちゃった？　千尋は本当に感じやすいね」

「だめ……そんなことされたら……」

「感じすぎちゃう？」

　拓馬が笑っている。

「反対側も、すごいけど」

「あ……」

　さらりと頂を撫でられ、少しきつめに吸い上げられt。

「やっ、それだめっ……」

　不意打ちのような愛撫に体の奥が波打つ。

「だめなの？　じゃあもっとだめになってもらわないとね……俺だけの千尋なんだから」

　耳元で囁くように言われ、軽く舐められた。

「んっ……は、はぁ……」

　喘ぐことしかできない……。

「じゃ、こっちはどうなってるかなぁ」

「やっ……」

　拓馬の手のひらが太腿の内側を、焦らすように上下する。

　けして嫌ではないけれど、濡れているのを確認されるのはやはり恥ずかしい。お腹の奥がきゅうっと縮まる感じがする。それでますます濡れてしまうんだけど……。

「あ、あぁ……」

「すご……溢れてるね。もう、びしょびしょ……」

　拓馬の指先が蜜口に触れ、隘路を開くように人差し指が差し込まれ、出し入れされる。

「あ、あぁっ……んっ……」

　しばらくぶりで抱かれる予感に、体が興奮しきっている。

（恥ずかしい。こんなになっちゃって……）

「千尋……俺と、こうしたかった？」

　わたしは喘ぎながら頷いた。

「した、かった……すごくすごく、したかった……」

　潤みきった目から涙がこぼれる。本当はこんな風に愛されたくて仕方なかったから。でもそれはもう叶わないと思っていたから……。

「可愛い。本当に可愛い……。うれしいよ、千尋。俺も……千尋に会いたくて、愛したくて、たまらなかった。それにしてもそんな可愛い顔で、さ……。俺をそんなに、煽らないでよ……」

「あっ」

　膝を持ち上げられ、左右に大きく割られた。

「だめ、そんな、広げないで……」

　恥ずかしさが全身を貫く。

「こんなに濡れてて、何がダメなんだよ。いっぱい、愛してあげるから」

　拓馬の顔が下がり、濡れた花びらや花芯が唇と舌で舐め回され、愛撫された。

「あ、あぁぁぁ」

　気持ちよすぎて、ぎゅうっと体の奥が上に引っ張られるような感じがした。

「あ、もう……っ」

「千尋の体のどこもかしこも、すべて俺のものだよ。だから、俺の好きなようにする……これ以上ないくらい、気持ちよくなってもらいたいから……」

　蜜口に舌が差し込まれた。蜜で溢れかえっている隘路に舌を這わせ、伸ばし、舐めとろうとしている。内側から舐られる感覚に、頭が真っ白になった。

「あ、あんっ……あぁぁぁぁ、も、もう……」

「もう、どうして欲しいの？」

「い……入れて」

　思わず言ってしまうと、拓馬が体を起こした。わたしの両脚は大きく広げたまま。

「いいね。おねだり」

　拓馬の目がいたずらっぽくわたしを見つめる。

　わたしも拓馬を見つめる。たぶんきっとわたしは目が潤んで、どこか泣きそうな顔をしているんだろう。体中から水が出てくるような、全身が潤っている感覚……。

「もっともっと焦らして、おねだりさせたいけど、久しぶりだから俺もそろそろヤバいんだ……」

　拓馬がわたしの左手首を掴んで、自分の、大きくて屹立したモノを握らせた。

「すごい……硬い……」

　わたしがつぶやくと拓馬は手を放し、手早く避妊具をつけた。

　ぐいっと足を押さえるように広げ、切っ先を蜜口に当てる。その瞬間、背筋にぞくぞくとした快感が走った。はちきれんばかりに膨張したモノが膣壁を押し広げながらずぶずぶと入ってくる。

「あぁぁぁっ……」

　熱い。拓馬の熱で、溶かされてしまいそう。

「うっ……いい。締め付けてくる……っ」

　内側から、外側から、両方から圧迫される。普段は塞がってるところがぐいぐい広がっていき……。それと同時にぬめりが奥からどんどん、溢れ出してくる。

　長めのストロークで繰り返し、ゆっくりめに突かれた。

　ぬちゅっ、ぬちゅっ、ぐちゅ、ぐちゅん……。

　粘りのある水音が静かな室内に響いてる。

「あ、あ、あぁ……」

　内側の、上側の、気持ちいいところをゆっくり擦られる感覚に、頭の後ろがずん、と重くなっていく。呼吸ができない。浅い息でなんども喘いでいると、キスされた。

「んっ……」

　口腔内をもゆっくり犯される感覚に飲み込まれ、しだいに意識が淡くなっていく。

（気持ちいい。すっごく……）

　しだいに、抽挿が早く、激しくなる。

「千尋、すごいよ……。千尋の中が良すぎて、もう、達してしまいそうだ……」

　拓馬の切なげな声。こんな声は初めて聞いたかもしれない。

「拓馬……好き。大好き……。わたしもすごく、気持ちいい……」

「俺も、好きだよ。愛してる……」

　拓馬が角度を変え、奥を抉るように突く。

「あ、あ、あぁぁっ」

「ここかな……」

　奥の手前にも鈍く感じる部分があって、押されるたびにぎゅうっと奥まで快感が走る。拓馬はそこの部分にモノを押し当て、深く円を描くように動かした。

「あ、あ、あぁんっ、い、いっちゃうよぉっ……」

　強い快感に、思わず泣き声をあげた。拓馬もかなり上気していて、荒い息を吐いている。

「やばい。俺も、もう……」

「あぁっ……」

　わたしは喘ぐしかできないまま、腰を上げ、必死で、拓馬に押し当てた。

「あ、あ、あんっ……」

　拓馬と繋がっていたい。最奥で繋がり続けたい。このまま、快楽の底へ溶けてしまいたい……。

　拓馬が一層激しく突き上げてくる。カァっと奥が熱くなり、ひくつく。とても我慢できない。ぎゅうっと、花芯とお腹の奥、両方に電流のような刺激が走り、上に引き上げられた。

「だめぇ、あ、あぁぁぁぁ──っ」

　どぷっ、と蜜が噴き出る。わたしはひときわ激しく身を捩り、のけ反って声を上げた。びくんびくんと何度も奥が痙攣し、ぎゅぎゅっと収縮するのがわかる。そのたびに蜜も増える。そして──体内にある熱い肉竿がぶぁっと膨らんだ。

「うっ……俺も…イくっ……。う、うぅぅぅ──」

　拓馬が苦し気な声を漏らす。わたしは拓馬の腕を握った。肉竿がドクンドクンと波打ち、放出されたものの熱が体内に広がる。

「好き……」

「俺も……だよ」

「なんか……安心した……」

　収縮が終わると。全身がほわほわと温かくて、幸せで、自然に笑顔になってしまう。

「俺も……」

　ぐったりとした拓馬がわたしの上にどさりと落っこちてきた。そのまま横にずれ、並んだ状態で寄り添う。わたしたちはそのまま、いつのまにか、眠ってしまった。とても静かで深い安心が、二人を取り囲んでいた。







『拓馬からメッセージもらってたよ。それにしても何なの一体。話、早すぎるじゃん』

『まぁでも、良かったんじゃない？　こういうことは早い方が！』

『いつだっけ、結婚式。もしかしてそのとき、バンドも再結成するか？』

「ヤバい！　練習しないと！　っていうかベースどっかにやっちゃった」

『なんの曲やる？』

『なんなら拓馬も入れるか。でもあいつ、楽器できねえからな』

『じゃ、ツインボーカルで！　って、わたしと拓馬さんがツインボーカルしたら変だよねえ、結婚式なのに』

「大丈夫だよ、わたし後ろでベース弾くからさ」

『花嫁が後ろじゃまずいだろ！』

　電話口で、圭介と香菜と三人で、無駄話になってしまった。でももしかしたら、本当に結婚式で再結成しちゃうのかも。

（圭介たちなら、やりかねないなぁ。本当に楽器を持って現れそう）

　電話で二人に結婚の話を報告すると、どうやらすでに話がいっていたようで、明るい雰囲気だった。拓馬もだいぶはしゃいで報告したんだろうなと思った。

（結婚したくない、って言ってた人がねえ。しかもかなり豪華な結婚式になっちゃいそうなんですけど……）

　電話を切った。

　リビングの絵はどこか、わたしたちのようであり、そうでないようでもあり。構図が写実的じゃないせいか、不思議とインテリアに馴染んで、違和感なく飾っていられる。

　善は急げってことで、春には結婚式をあげることになった。拓馬がどうしてももう一度、わたしのウェディングドレス姿見たいと言ってるので、今選んでいるところ。毎回、試着についてくるのはちょっとやめて欲しいんだけど……。ああじゃないこうじゃないとわたしよりもドレスにうるさい。

　とりあえず、もう一緒に住んでいる。拓馬の部屋が広いからとりあえずここに来たけど、また別な場所に引っ越すかも……。

　新婚旅行はバリ島の予定だ。もしかしたら本当にジュエリーショップを作るかもしれないから、その下見も兼ねて。ジェロさんたちスタッフにも、再び会えるのでうれしい。

（もしバリ島に神様がいたのなら……わたしたちのこと、夫婦じゃないってバレてたのかもしれないな。でも嘘が誠になっちゃった。ちゃんとお礼を言わないとね！）

　少し前までは、一生ひとりかもしれないと思っていた。それはたぶん、拓馬も同じだろう。それが、二人で生きていくことになっただなんて、本当にうれしい。

　家族になって、もしかしたらその家族は増えるかもしれなくて、それもすごく楽しみ。

　玄関のチャイムが鳴った。拓馬が帰ってきたのだ。

「おかえりなさい」

　出迎えでは、毎回、ぎゅうっと抱きついてしまう。拓馬もぎゅう、ってしてくれる。

　かなり急いで来たみたい。毎日だけど。仕事が終わったら即帰宅、って感じ。

「ただいま。今日も一日会いたくて、大変だったよ」

「慌てなくていいのに。ずーっと一緒なのに。それより、わたしのこと飽きないでね」

「大丈夫、飽きても好きだから。それはなんか、自信があるんだ。俺は千尋のことを、ずっと、ずーっと、好きだよ。それだけは間違いない」

　拓馬は至極真面目に言った。真面目過ぎるくらい。

　二人でリビングに移動して、ソファに座って絵を眺めた。一日一度は、二人で眺めてしまう気がする。

　祈祷が本当に入っているのかなんてわからないけれど、そうだと思っている方がずっといい。わたしたちは寂しかったから、永遠に幸せでいるために。

　拓馬の体温を感じる。このままずっと、わたしはここに、拓馬のそばにいる……。








おわり









あとがき








　初めましての方、再びの方、こんにちは。乃の村むら寧ね音おんと申します。

　このたびは「極上社長と偽装の蜜月を過ごすことになりまして　～淫靡な新婚旅行から始まる真実愛～」をお読みくださり、ありがとうございました。

　しっかりものでがんばりやの千尋と、複雑な環境で育った拓馬のラブストーリー、いかがでしたでしょうか？

　作中のバリ島のヴィラはわたしの創作で現実には無いのですが、その分、夢をたくさん詰め込んでしまいました……。

　読者様には、電車やバスでの通勤時間やおうちのお仕事の合間、夜眠る前、などなど。そんな、ふとした時間に何気なく楽しんでいただけたらいいなぁと、常々思いながら書いています。

　最後に、とても美しくてセクシーなイラストを寄せてくださいました小こ島じまきいち先生、いつも作品を丁寧に見てくださる担当編集者様、本当にありがとうございました。

　それではまたいつか、お目にかかれますことを願って。






乃村寧音










【著者紹介】

ＴＬロマンス小説、官能小説を主に書いています。現代のエロティックなおとぎ話が好きです。







濃蜜ラブルージュ

極ごく上じょう社しゃ長ちょうと偽ぎ装そうの蜜みつ月げつを過すごすことになりまして

～淫いん靡びな新しん婚こん旅りょ行こうから始はじまる真しん実じつ愛あい～
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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